
グローバル・ライトハウス・ 
ネットワーク： 
デジタルトランスフォーメーションの 
インパクトとスケールアップを推進する 
マインドセットの変化
白書
2025年1月



グローバル・ライトハウス・ネットワーク（GNL）は、世界で最も優れた生産・業務拠点の
認定を行う、業界をリードするコミュニティである。ネットワークのメンバーは、テクノロジー、
人材、持続可能性の各分野においてパフォーマンス向上が実証され、卓越した業務運営を実現
している。GNL は世界経済フォーラムがマッキンゼー・アンド・カンパニーの協力を得て設立
したイニシアチブであり、グローバルな製造業の未来を形作るために連携する業界リーダーた
ちで構成された諮問委員会の助言を受けている。諮問委員会には、フォックスコン・インダスト
リアル・インターネット、ジョンソン・エンド・ジョンソン、コチ・ホールディング、マッキンゼー・
アンド・カンパニー、シュナイダーエレクトリック、シーメンスが参加。GLN に参加する拠点 
およびバリューチェーンは、独立した専門家パネルによって認定される。
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エグゼクティブ・サマリー
本白書は、大規模生産の分野で世界レベルの 
卓越した業務運営を実現する先進的学習コミュニティ、
グローバル・ライトハウス・ネットワークが 
6 周年を迎えたことを記念するものである。

グローバル・ライトハウス・ネットワーク（GLN）
は、デジタルトランスフォーメーションによって、生
産性と持続可能性に卓越した成果を上げた、生産
エコシステムのリーダーたちを認定するものである。
2018 年の設立後、6 年間で GLN に認定されたライ
トハウス（灯台＝指針）の数は 16 から 189 に拡大し、
当初の 4 倍にあたる33カ国以上、35 のサブセクター
のカテゴリーを代表するネットワークに成長。この
多様性が、知識と洞察を共有し、変革のプロセス
を加速する企業のネットワークである GLN の原動力
となっている。

新しく認定されたライトハウスの 65% が、変革の
過程において少なくとも 3 つの他のライトハウス（多
くは自社の属するセクター以外）と、2 つの他のエ
コシステムパートナーから学びを得たと回答。これ
ら 189 のライトハウス、1,000 以上のユースケース、
2,000 以上の指標が、ライトハウスの変革プレイブッ
クの有用性を証明している。プレイブックに導かれ
た新しいライトハウスは、初期のライトハウスが直面
した試行段階の停滞を乗り越え、3 年間で 2 ～ 3 倍、
5 年間で 4 ～ 5 倍の ROI を達成した。

最新の 36 のライトハウスは、プレイブックに従うだ
けでなく、革新を続けている。ここから、次の 3 つ
の最先端の教訓が見えてくる。 

	– デジタルの「スケールの壁」に対処するために、
ユースケースを企業の能力として資産化 1 する
マインドセットを備えると同時に、現場スタッフ
と連携して地域に合った導入を行う。

	– 現場スタッフに投資すると同時に、生産性と安定
性に等しく重点を置き、各拠点で様々な人材ソ
リューションを設計する。このソリューションは、
地域の人材開発と関与のために特別に調整され
たものである。

	– エンドツーエンドの持続可能性の実現に向けて前
進するために、初期のライトハウスが切り拓いた
環境効率の高いテクノロジー活用型ソリューション
を基盤として、バリューチェーンのデータと、今後
のサーキュラリティ（循環性）を支える新たなパー
トナーシップモデルへの投資を行う。

近年、AI が注目される中、ライトハウスは拠点で
の実装に関わる解決策を見出している。2024 年の
ライトハウスでは、上位 5 つのユースケースのうち
77% は分析 AI によって実現され、9% は生成 AI を
活用。そのすべてが、コンバージョンコスト、サイ
クルタイム、不良率を平均 50% 以上改善し、パフォー
マンスを飛躍的に向上させている。

他社がまだ可能性を模索している中で、ライトハ
ウスはどのようにインパクトを見出したのだろうか。
差別化要因は、大規模言語モデル（LLM）やその
他の新しいテクノロジーに対するアプローチであり、
これは依然として、インダストリアル IoT（産業向け
に特化したモノのインターネット、IIoT）など、初
期のテクノロジーの採用を通じて実証されたプレイ
ブックと一貫している。ライトハウスは、プロセス負
債を削減する「価値を取り戻す」アプローチに徹底
的に集中。また、人、プロセス、テクノロジーの基盤 
強化に投資し、スケールアップのためにソリューション
を資産化するとともに、現場と連携してローカルレベ
ルでの関与と定着を促進している。第 2 章では、こう
したマインドセットの転換について詳しく説明する。

ライトハウスは生産性だけでなく、バリューチェーン
全体にテクノロジーを導入し、アジリティ、レジリエ
ンス、持続可能性を推進する。また、顧客、サプラ
イヤー、プロセス、製品、市場、持続可能性に関す
るデータをつなぐデータプラットフォームが、バリュー
チェーンのパフォーマンス最適化を行うための複雑
な意思決定に、可視性とインテリジェンスをもたら
す。このアプローチには以下のようなものがある。 

	– ワンクリックで製品設計、プロセス・シミュレー
ション、価格設定、入札準備を可能とする、イ
ンテリジェント製品導入ツール群。

	– 需要予測、障害予測、プロセス・シミュレーション、
プランニングの最適化、ロジスティクスのオーケ
ストレーションなどを行う協調型 AI モデルで 
多数のスポークを管理する統合レジリエンスハブ。

	– 特にスコープ 3 排出量に重点を置き、ライフサ
イクル排出量削減を推進する、テクノロジーと
パートナーシップを活用したサーキュラリティ・
ソリューション。 
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ライトハウスを含むバリューチェーンでは、こうした
アプローチによって新製品の導入期間を 50% 短縮
することができた。ライトハウスは、パンデミック後
の収益ショックを同業他社より 8 倍軽減。また、ス
コープ 1 と 2 の排出量を 30% から 50% 削減し、ス
コープ 3 の排出量も改善の初期段階に入るという成
果を達成した。第 3 章では、これらのバリューチェー
ン・ソリューションについて詳しく説明する。

ライトハウスは、引き続き事業所、生産ネットワーク、
バリューチェーンの全体的なパフォーマンスの最先
端を象徴している。ライトハウスは、189 の拠点で
機能したプレイブックを用いて、試行段階の停滞を
乗り越えることが可能であること、そして超えるべき
であることを証明しているのだ。その数は今も増え
続けており、 テクノロジー、人材、持続可能性のソリュー

ションを通じてインパクトのあるイノベーションを起こ
すことで、パフォーマンスのフロンティアを開拓し続け
ている。このプレイブックから学び、手順を繰り返すこ
とは、これまでになく容易になったのである。

第四次産業革命の進展にあたり、学ぶことから実行
することへと焦点を移さなければならない。産業の
グローバルな変革には、数百ではなく数百万の生
産拠点が必要になるからだ。ファスト・フォロワーは、
全体的なパフォーマンスを達成するために、ライト
ハウスのプレイブックに素早く、効率的かつ効果的
に準じたことを称賛されるべきである。GLN は、こ
の機会に意欲的に取り組み、テクノロジー、人材、
持続可能性といったあらゆるパフォーマンス領域に
おいて卓越した運営実績を実現している事業所を評
価する厳格なフレームワークを提供する。
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認定カテゴリー 
ソリューションの実証済みインパクトに基づく

デジタル  
ライトハウス

持続可能性  
ライトハウス

説明 デジタルライトハウスとは、生産現場やより広範な生産 
エコシステムにおいて、テクノロジーを活用した変革によって 
生産性における飛躍的な成果を達成した組織や生産エコ
システム（単一事業所およびエンドツーエンドのバリュー
チェーン）を認定するものである。

持続可能性ライトハウスとは、ネットゼロ、脱炭素、循環型
社会の実現を目指し、エネルギー、二酸化炭素排出量、
水、廃棄物の削減を通じて、業界をリードする飛躍的な成
果を達成した組織、プロジェクト、生産エコシステムを表
彰するものである。

インパクトが 
もたらされた分野

	– 工場：工場内の 4 つの壁に焦点を当て、資産活用、
作業員の能力向上、品質改善、リソースの最適化に
重点を置く。

	– E2E のバリューチェーン：サプライヤーと顧客を結ん
で企画、サービス、作業の資本を改善。

	– 脱炭素化とサーキュラリティ：工場、サプライチェーン、
製品におけるネットゼロ達成または達成の追跡、 
リソースループの転換、循環型材料による構築および
循環型製品を設計して、ライフサイクルにおける廃棄
物と水を削減する。

最新のライトハウスからの
学び
2018 年に発足したグローバル・ライトハウス・ネットワークは 
世界経済フォーラムがマッキンゼーの協力を得て設立し、
現在は業界パートナーのコアリションが主導する 
イニシアチブである。テクノロジーで生産性と持続可能性に
前向きかつ測定可能なインパクトを与えるリーダーたちを 
認定する。 

1

今日のテクノロジー主導のダイナミックな産業時代
において、グローバル・ライトハウス・ネットワー
ク（GLN）の企業は、立ち込める霧を払い、他の
組織のために道を照らす。第四次産業革命（4IR）
を前進させるという使命のもとに発足した GLN は、
今や業界をリードする業務遂行能力を獲得しよう
と努力する人々のためのグローバルな道標であり、 
メンバーは各業界の紛れもないリーダーたちであ
る。このような目標を掲げ、ネットワークの将来の
方向性を導く顧問委員会には、フォックスコン・イ
ンダストリアル・インターネット、ジョンソン・エンド・
ジョンソン、コチ・ホールディング、マッキンゼー・
アンド・カンパニー、シュナイダーエレクトリック、
シーメンスなどが名を連ねている。

本白書は、これらの志の高いライトハウスを取り上
げ、どのようにスケーリングの壁を乗り越えて、飛
躍的な成果を達成したかを探る。先進的なテクノ
ロジー活用事例、最前線の人材革新、持続可能性
ソリューションを通じてライトハウスのストーリーを
伝えることで、GLN は変革を促し、コラボレーショ
ンを促進し、エコシステム内のすべてのプレーヤー
にとってより良い未来を形作ることを目指している。

認定は年 2 回行われており、2024 年のライトハウ
スは 2 つの期で評価を実施。認定された工場は、
デジタルと持続可能性の分野で際立ったパフォーマ
ンスを発揮したことが評価された（表 1 参照）。

2024年のライトハウス各事業所の内訳表  1

注：認定カテゴリーは、最も優れた生産拠点とバリューチェーンを認定する GLN の継続的な取り組みを反映し、2025 年に更新予定。

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。
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今日のGLN：互いに触発し合う企業のネットワーク1.1

GLN は、16 の主要な工場のグループとして始まった。 
現在では、30 カ国以上、35 の産業分野から、業務
パフォーマンスの最前線を牽引する 189 の拠点が
参加している。

当初、GLN は試行段階の停滞から抜け出し、最先
端の技術革新を成功裏に導入した工場を探索した。
これらの先駆的な工場やバリューチェーンは、製造
パフォーマンスの変革的変化を実現する第四次産
業革命の初期の事例となり、またそれを達成する
ための青写真を提供してきた。

今日の 189 のライトハウスは、工場、持続可能性、 
エンドツーエンドのバリューチェーンというカテゴ
リーをそれぞれ代表している。このネットワーク
は 30 カ国以上、35 のサブセクターに広がってお
り、2018 年の 4 倍の規模となっている。ライトハ
ウスは 1,000 件以上のユースケースと 2,000 件以
上の評価基準を生み出し、初期のライトハウスが

直面した試行段階の停滞などの課題を克服できる
ことを証明した。直近の 3 回に選出されたライト
ハウスは、わずか 10 ～ 20 カ月で変革による成果
を達成しており、そのペースも最初の 3 回のライト
ハウスよりも平均 25 ～ 50% 速い 2。これにより、 
3 年間で 2 ～ 3 倍、5 年間で 4 ～ 5 倍と、ライトハ
ウスの変革の平均的な ROI（投資収益率）よりも 
さらに高い ROI がもたらされた 3。

図 1 にライトハウスの分布を認定カテゴリー、地域、
業界別に示す。ライトハウスの数は増大しており、
年間平均 5 カ国、各期ごとに 10 のサブセクターが
新たに追加されている。最近では、重機、上流素材、 
食品・飲料の分野と、中央および東ヨーロッパ、 
南・東南アジア、アメリカ大陸の一部などの地域で
増加している。

1. 2024 年の認定カテゴリーは、持続可能性、工場／製造とエンドツーエンド（E2E）バリューチェーンの 3 つである。詳細については表 1 を参照のこと。

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

 ライトハウスは
1,000件以上のユース 
ケース、2,000件以上の 
評価基準を生み出し、 
初期のライトハウスが 
直面した試行段階の
停滞などの課題を 
克服できることを 
証明した。

ライトハウスの多様性が拡大 – 2024年の構成 図  1

認定種別1 

認定種別、地域、業界別のライトハウスの割合（%）

地域 産業

先進産業
少量データ対応型AI
消費者向けパッケージ商品
プロセス産業
医薬品、医療用製品
ロジスティクス

アジア
中国
ヨーロッパ、中東、北アフリカ
北米
中南米

持続可能性
工場/製造
エンドツーエンド（E2E）バリューチェーン

12% 20%

49%

7%

17%

14%

12%
1%

41%

28%

8%
3%

59%

29%
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グローバル・ライトハウス・ネットワークがもたらす
インパクトの原動力は、その名前に表れている。こ
れは世界経済フォーラムのプラットフォームによって
実現された、知識と洞察を共有する同業者間のネッ
トワークであり、このマルチステークホルダーかつ
業界横断的なコラボレーションにより、コミュニティ
は試行を省略し、変革の「方法」を学ぶことに集
中することができるのだ。ライトハウスは、変革が
チームスポーツであることを理解しており、テクノ
ロジー・ソリューションを 6 カ月以内に展開、拡張
する 4。その秘訣は、決してゼロからスタートしな
いことである。2024 年、ライトハウスの 65% が、 
変革の過程で平均 3 つのライトハウスと 2 つの他
エコシステムパートナーから学んだと報告した 5。 

驚くべきことに、ライトハウスが挙げた学習パート
ナーのうち、自社と同じ業界はわずか 18% だった。
自動車、産業用オートメーション、エレクトロニクス
などの業界は、平均 8 つの他の業界にインスピレー
ションを与えており、業界横断的な知識共有の重要
性が浮き彫りになっている 6。

図 2 は、ライトハウスの変革における学習源の内訳
を示している。ライトハウスは平均 3 つの他のライ
トハウスから学習しており、その多くは自国や自社
以外の業界であった。また、他のサイト、企業パー
トナー、第三者機関など、ライトハウス以外の情報
源から 2 つの情報を得ていた。

ライトハウスは他社からインスピレーションを得ている図  2

ライトハウスが挙げた学習源の数1 

ライトハウス以外の情報源~2

少なくとも一つの他拠点から学び、
他の企業パートナーや第三者による学習で補う

ライトハウスの学習源~3

ネットワーク内の平均3つの他のライトハウスから学ぶ。
多くの場合、拠点の国やセクターの外にあるソース

0.4 0.5 0.7 0.8 0.3 2.0 0.2 5.0

上位に挙げられた
学習源

研究および学術機関

第三者または
技術プロバイダー

LH ‒ セクター外／国外

LH ‒ セクター内
LH ‒ 国内LH ‒ 国内＋セクター内企業 他の拠点

1. 評価を伴わない調査回答に基づく。第 12 期および第 13 期（2024 年に認定） LH = ライトハウス。

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

ライトハウスの 
学習源
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2024年のライトハウス：卓越した業務運営で 
高いハードルをクリア

1.2

新たな地域、セクター、ソリューションが加わった。
卓越した業務運営の実現は全工場で可能である。

GLN は 2024 年に認定された 36 の新たなライトハ
ウスを歓迎する（図 3 参照）。対象は 30 カ国以上

に広がり、スイス、ベトナム、モロッコ（アフリカ大
陸初のライトハウスがある）で新たに認定。また、
化学・素材の上流部門、原子力エネルギー、風力
発電などの部門を含む、より幅広い産業分野に対応
し、サブセクター数は 2018 年の 4 倍以上となった 7。 

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

2024年の新規ライトハウス図  3
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中国、青島
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中国、青島
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中国、北京
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中国、太原
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中国、北京

34
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35
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中国、上海
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24

美的
中国、重慶

38

鄭州石炭採掘機械
中国、鄭州
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37
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中国、上海
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中国、無錫
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既存のライトハウス 新しい工場ライトハウス
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最先端のライトハウスに学ぶ3つの教訓 図  4

最新ライトハウスからの教訓：パフォーマンス向上に
向けたテクノロジー、人材、持続可能性 

ライトハウスに共通する特徴は、持続可能でスケー
ラブルなデジタルトランスフォーメーションを推進す
る共通の戦略があることだ。これらの拠点では、テ
クノロジーではなく、業務効率や環境への影響から
現場能力に至るまで、ホリスティック（全体論的）
なパフォーマンスに焦点を当てたマインドセットを
成功の要因としている。 

1.  テクノロジー
今日、デジタルイノベーションの最前線にいる人々
は、試行段階の停滞ではなく「スケーリングの壁」
に直面している。これは、初期の試行で成功しても、
スケーラブルかつ持続可能なネットワークに対する
インパクトに結びつかないという状況を指す。ライ
トハウスは、スケールアップの取り組みのほとんど
が現地で生まれることを理解しており、まず拠点レ
ベルで投資し、プロセスを最適化し、能力を育成

し、現場のニーズに適したユースケースを展開して
いる。ライトハウスは、成果物を多様な運用基盤の
それぞれに合った解釈が可能な形式でパッケージ
化し、ネットワーク全体で共有して、知識を移転す
る際の障壁を取り除く。

2.  人材
ライトハウスの人材変革アプローチは、人に深く根
ざしている。ライトハウスの 75% は、現場レベル
の人材管理における 5 つの優先分野（安全、スキ
ル開発、スキル強化、業務強化、労働者体験）の
それぞれにソリューションを導入している 8。 これら
の現場では、技術的能力とリーダーシップ能力の両
面において、地域の実情に合わせたホリスティック
な人材アプローチを展開している。デジタル人材が
不足している場合、パートナーのエコシステムによ
り、ライトハウスは従業員のユニークなスキルセッ
トや開発目標に適した一連のプログラムを提供する
ことができる。 

デジタルテクノロジーの普及に伴い
スケールアップにまつわる課題は
ほぼ解決された。

リーダーたちは、現場から始め、
ネットワーク全体での知識共有と
協働を通じて成長する、
ホリスティック（全体論的）な
パフォーマンス思考で突破口を開く。

変革の成功の鍵は「人」である。

現場での採用は、業績改革を促進
する重要な要素であり、その成功を
示す本質的な指標でもある。世界
をリードする企業は、人材戦略を、
業務設計、計画、人材確保、育成に
おけるイノベーションと組み合わせ
て現地化することで、ライトハウス
にふさわしいパフォーマンスを
実現している。

テクノロジーを活用したエコ効率の
向上は、持続可能性を高めるための
第一段階であったが、ネットゼロを
実現するには飛躍的な変化が必要
である。

最先端の企業は、新しい素材やナノ
科学、新しいビジネスモデルや
バリューチェーンのパートナーシップ
を通じて、脱炭素化と循環型社会の
実現に向けた取り組みを進めている。
テクノロジーによって実現されるこ
との多いこうしたイノベーションが、
持続可能性のライトハウスの次章
を定義することになるだろう。

1. 2. 3.

モロッコの CITIC ダイカスタルは、3 つの地域の大学および国際教育機関と協力し、コンピテンシー・マ
トリクスによる分類と 360 度評価によってギャップを特定し、現場の従業員のほぼ半数に新しいデジタル
スキルのトレーニングを施した。これにより従業員の離職率は 21% 減少し、本社勤務のフルタイム換算
従業員数（FTE）の 65% を現地の人材に置き換えることができた 9。

CITIC ダイカスタル例
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ライトハウスは技術的能力と並んでリーダーシップ
能力も強化しており、61% が変革を促す要因の一
番目または二番目に「変革オフィス（TO）」を挙げ
ている 10。TO はネットワーク横断的なリーダーシッ

プにより教訓を共有し、規模拡大を加速させる。 
また、ライトハウスは人材能力にも投資している。
これは業績変革を行う上で必要であるとともに、業
績変革の結果として得られるものでもある。

シンガポールのコカ・コーラは、毎月、18 の拠点で行われている経営陣とのグローバルな報告会に
参加し、同社のグローバル・デジタル・アカデミーで実施される 5,000 時間以上のトレーニングに 
工場のリーダーたちを参加させた。また、、7 つの地域拠点から専門家の短期派遣を受け入れて知識の
共有を促進した 11。

3.  持続可能性
テクノロジーを活用したデジタルトランスフォーメー
ションが、持続可能性向上への意欲を促進し、よりホ
リスティックなサーキュラリティと脱炭素化に向けた 
イノベーションプラットフォームを提供して、真の
事業利益をもたらしている。これにより、在庫の
25 ～ 50% 削 減、 納 期 遵 守 率 の 15 ～ 30% 向 上 

など、サプライチェーンのレジリエンスを強化す
る効果がある。また、資源効率の向上により、材
料の無駄を平均 30%、エネルギーと水の消費を
25% 削減可能である。これは、現地の資源の入手
可能性とコストに対する懸念にも対応する場合が
多い 12。ライトハウスは、循環型ビジネスモデル、 
材料科学、製品やパッケージの設計により、バリュー
チェーンの持続可能性も向上させている。

中国の美的は、AI による炭素ライフサイクル分析とシミュレーションモデルで、製品設計の最適化と構造の
簡素化を実施。材料を削減／代替してスコープ 3 の排出量を 28% 削減した。中国のフォックスコン・イン 
ダストリアル・インターネットは、サプライヤーと協力して冶金学上の課題を克服し、アルミニウムの残渣（テー
リング）のクローズドループ型リサイクルにより、バージン素材の使用を 75% 削減。英国のフェロビアルは、
ロンドン・ヒースロー空港における敷地内基礎工事の埋め戻し材や新しい骨材に、建設現場から出た廃
棄物を 100% 近く再利用して、廃棄物の埋め立てをほぼゼロにするクローズドループを実現した 13。

これらの先駆的な事例はいずれも、マインドセット
が重要であることを示している。つまり、雑音を排
除してホリスティックな影響を徹底的に重視し、従
業員とともに、また、従業員に配慮した設計を行い、

スケーラビリティと採用に投資する。2024 年に認
定された工場は、このアプローチが現在でもライト
ハウスの成功に不可欠であることを示している。 
第 2 章では、この点についてさらに詳しく見ていく。  

例

例

コカ・コーラ カンパニー

美的、フォックスコン・インダストリアル・インターネット、フェロビアル
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テクノロジーの潮流：AI ブームとライトハウスの導入1.3

AI に関する議論の多くは、実証済みのアプリケーション 
よりも潜在的な可能性に焦点を当てている。また、
AI が期待外れであり、従業員の生産性を妨げている
と嘆く声も多い。2024 年 7 月の報告書によると、経
営幹部の 96% が AI が効率を高めると期待している
にもかかわらず、従業員の 77% が AI が自分の仕事
量を増やしていると報告している 14。 実稼働環境で
は、AI が実世界に影響を及ぼさない 15 ことにより、 
グローバル平均と比較して展開が停滞しており、 
最近の調査では、AI への投資を増やす予定のリー
ダーたちの割合が前年比で 35 ポイント低下しているこ
とが明らかになった（2023 年の 93% から減少）16。 
特に、必要な人材の確保にコストがかかる国では、
投資効果を裏付けるビジネスケースを見出すことが
難しいと感じている組織もある。例えば、米国では
AI 開発に関する 3 つの主要な職務に人材を採用す
るだけで、50 万ドル近くかかるからだ 17。

これは珍しいことではない。わずか 5 年前には、
IIoT とそのリアルタイム接続の可能性について同様
の過熱報道があった。現在では、企業は接続コスト
を考慮して、予測メンテナンス、在庫管理、資産追
跡など、最も高い投資効果が見込める分野を厳選し
て IoT を導入している。AI の飛躍的進歩も同様の傾
向にあり、IIoT と同様に、ライトハウスのトレンドは 

依然として最先端にある。上位 5 つのユースケース 
の 77% が分析 AI を導入しており、2023 年の平均
62% から増加。また、現在 9% が生成 AI を導入し
ている 18。 図 5 は、サイト評価で提示されたライ
トハウスの上位 5 つの AI 対応ユースケースの成長
と、2024 年のライトハウスのドメイン別 AI アプリ
ケーションの内訳を示している。これらのユースケー
スは、ライトハウスの転換コスト、サイクルタイム、 
欠陥率 19 を平均して 50% 以上改善してきた 20。

デジタルツイン 21 から LLM まで、各テクノロジーの
イノベーションは、ライトハウスのみでなく他の全企
業に等しく新しいものである。商用レベルの LLM が
初めて利用可能になったのが、わずか数年前だった
ことは忘れられがちだ。しかし、ライトハウスに一貫
しているのはそのマインドセットだ。すなわち、実
際のビジネスニーズに根ざした価値の裏付けを重視
するアプローチである。

次 の 章で は、ライトハウスを他 社と差 別 化 する 
マインドセットについてさらに掘り下げ、生産現場と 
バリューチェーンの両方において、ライトハウスが
AI に対する過剰な期待にどのように対処しているか
について実例を紹介する。

 AIを活用した 
ユースケースは、 
ライトハウスにおいて
転換コスト、サイクル
タイム、欠陥率を 
平均50%以上 
改善している。 

ライトハウスのグループ別の分析および生成AIユースケースの構成1 図  5

16
22 20

30 30 32
40 42 44

55

69
76 79

9
10

期 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1

11 12 13

29 4資産管理

27 1リソース管理

23 4品質

12 7労働力の
有効活用

18 1製品開発

17 1統合計画および
調達

14 1
マテリアルハンドリング、
フルフィルメント、
ロジスティクス

2 3
サプライヤーや顧客との
コネクティビティ

2018年
9月

2019年
1月

2019年
7月

2020年
1月

2020年
9月

2021年
3月

2021年
9月

2022年
3月

2022年
10月

2023年
1月

2023年
12月

2024年
10月

2025年
1月

ライトハウスの選定にあたって提示されたトップ5のユースケースの割合（%）
2024年に認定されたライトハウスで
バリューチェーン全体にAIを適用した工場 

（分野別ユースケース数）
+19 p.p.分析AI 生成AI

1. 各ライトハウスにおけるトップ 5 以外のユースケースに占める割合

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。
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デジタル 
トランスフォーメーションを 
定着させるマインドセット
テクノロジーがダイナミックに変わりゆく中で 
競争に勝つには、変革の最前線に立つ人々の 
支援に焦点を当てたマインドセットと 
投資アプローチが必要である。 

ライトハウスは、あらゆるテクノロジーのトレンド
が変わるたびに投資しようとする誘惑に抵抗し、代
わりに、新しいテクノロジーに投資する額のおよそ
4 倍をプロセスと人々を支援するものに投資してい
る。つまり、テクノロジーのイノベーションに 2 ド
ルを費やすごとに、プロセス負債の削減に 3 ドル、
スケールアップと採用に 5ドルを費やしているのだ。
これに対して、生産部門の企業の大部分は、テクノ
ロジー投資に 1 ～ 2 倍近い額を費やしている。

ライトハウスは、規模の拡大においてインパクトを
維持するために、次の 4 つのアプローチを採用し
ている（図 6 参照）。 

	– プロセス負債の防止

	– 人材、プロセス、テクノロジー能力への投資

	– 規模拡大に向けた資産化、つまりソリューション
を迅速に拡大するための構造やツールの展開

	– アプローチをローカライズして、現地の第一線
で活躍する人材でソリューションを導入 

本章では、2024 年に認定されたライトハウスの 
実例を挙げ、これらのアプローチと実務上の意味に
ついて検討していく。

 ライトハウスは、  
テクノロジーの 
イノベーションに 
2ドルを費やすごとに、 
プロ セス負債の削減に 
3ドル、スケールアップと 
採用に5ドルを 
費やしている。

規模拡大におけるインパクトの実現と維持に向けたライトハウスのアプローチ図  6

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

デジタル変革を推進するツールを
現場にどのように提供するか
‒ 人間中心のプロセス設計
‒ 現場への投資
‒ デジタル化の定着に向けた導入プログラム

の構築

工場全体にどのようなプロセス変更と
ソリューションを展開するか 
‒ プロセス負債の理解
‒ 情報フローの最適化
‒ 人と材料を活用するためのデータフロー

設計

ソリューションをネットワーク全体に拡大するには
何が必要か
‒ 組み立て可能なアセット（拡張性を備えた再利

用可能なモジュール式コンポーネント）の展開
‒ ローコード／ノーコードツールによる

従業員の能力強化

現場にデジタル化を浸透させるには
誰を巻き込む必要があるか
‒ 適切な開発アプローチの選択
‒ デジタル主導とするが、技術者のみに依存

しない

ライトハウスの有用なユースケースと持続可能な投資を区別するものは、優先事項が明確に定義された
テクノロジーの社内ロードマップである。これを備えることで、スケールアップを支援する

センター・オブ・エクセレンス（CoE）を整備し、工場における技術的な能力開発を行うことが可能となる。

採用

プ
ロ

セ
ス

負

債

イ
ノ

ベ
ーション スケー

ル
ア

ッ
プ

能
力

プロセス負債の防止 採用を現地でローカライズする

規模拡大に向けたアセット化能力への投資
テクノロジーの

社内ロードマップ

2
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プロセス負債の防止2.1

プロセス負債の理解 
つながりのない多数のソリューションを徐々に展開
した場合、最終的にそれらを修正し、統合するた
めのコストが膨らみ、技術的負債が蓄積される。 
これは、あらゆる最高情報責任者（CIO）が認識し
ていることである。最終的には、システム全体のパ
フォーマンスを向上させるために「税金」を支払わ
なければならず、取り組みを拡大する上で高額な 
障壁となる 22。

テクノロジーによって成り立つ今日の世界では、最高
執行責任者（COO）も同様に、自社のプロセス負債
について考えるべきである。新しいテクノロジーの付
加価値がそのテクノロジー自体にあることはまれであ
り、価値はそのテクノロジーによって実現されるプロ
セス改善に存在する。新しいテクノロジーの導入方
法に対する助言は、「悪いプロセスを自動化してはな
らない」、「なくすべきものを最適化してはならない」
といった格言に集約される。対応するプロセスを変
更せずに生産ラインに新しいテクノロジーを導入する
たびに、プロセス負債が積み上がり、導入したテク
ノロジーの潜在的価値を最大限に引き出すプロセス

変更、標準作業手順（SOP）の更新 23、トレーニン
グにより多くの投資が必要になる可能性があるのだ。

したがって、プロセス負債とは、企業が、あらゆ
る業務における蓄積された無駄や、最適でない 
慣行を是正する際に支払う「税金」である。これは、 
新しいテクノロジーの付加価値を損なう非効率性と
いう形で支払われる 24。

人、材料、データ間の情報フローの
最適化

変動要因と無駄の発生源は、システム全体に自然と
蓄積され、総所有コスト（TCO）を上昇させる 25。 
ライトハウスは、人、材料、データ間の情報の流れ
を完全に理解するための投資を行い、再設計の前
にプロセスにおける人的要素をすべて把握するため
に最前線に直接赴き、真の材料の流れをマッピング
するプロセス・マイニングを実施し、デジタルソリュー
ションの正確性と拡張性を確保するためにデータパ
イプラインを追跡する。

中国の調味料メーカーであるハイティエンは、職人主導の生産プロセスをマッピングし、AI を活用した
同社のスマート「ノーズ」ソリューション（アロマセンサーのデータを活用した機械学習ベースの嗅覚分
析プラットフォーム）が、結果を必要なチームメンバーに伝える際にギャップがあることを特定した。こ
のプロセス負債に対処するため、同社は、規格外のバッチが出た場合に、適切な担当者に自動的に警
告する機能に投資を行った。さらに、不良バッチは自動誘導車両（AGV）で研究室に配送し、検査結果
の不具合をデジタル化したことで、同社の品質管理エンジニアと担当オペレーターは、生産現場により
多くの時間を費やすことができるようになった。このソリューションにより、検査能力は 4 倍以上に向上 
した 26。

ハイティエンのようなライトハウスは、データを利
用して人とマテリアルフローの間で行われるやりとり
を合理化している。実現にあたっては、信頼できる

情報と推奨対応策を提供するツールを統合するだ
けでなく、ツールの周辺プロセスを再設計し、全体
的な価値を最大限に引き出している。 

例 ハイティエン

グローバル・ライトハウス・ネットワーク：デジタルトランスフォーメーションのインパクトとスケールアップを推進するマインドセットの変化 13



人とデータ、材料間のやりとりを最適化するライトハウスの設計ソリューション 

1. スマート・アンドン：リアルタイムのデータとアラートを使用して、業務上の課題を通知し管理するデジタルシステム。

2. OEE：Overall equipment effectiveness（総合設備効率） - 設備の効率性と有効性を測定する指標。稼働率、性能、品質の 3 つの要因を掛け合わせることで 
　算出される。

3. 在職期間：個人が雇用されていた期間、または特定の役職や役割を担っていた期間を指す。

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

図  7 : 

コミュニケーションのミス

非効率的な会議

タスク/スキルの
ミスマッチ

統合に関する課題

生産のボトルネック

データ転送エラー

同期遅延

非効率なセット
アップや調整

人為ミス

生産設備の
ダウンタイム

人間対人間

シフトマネージャーが他
のチームとの情報共有に
時間を費やす必要がなく
なり、問題が即座に解決
されるようになった

ハイセンス日立
中国、青島

シフトの引継ぎ報告に生
成AIを活用したデジタル
アシスタントを利用し、生
産上の課題に迅速に対応

アストラゼネカ
中国、無錫 

IoT ベースの「スマート・
アンドン」1 をスキルマトリ
クスと統合し、タスクの自
動再割り当てを実現

ラインリーダーが生産に
おける課題対応に費やす
時間を削減し、将来の人
員ニーズの計画に時間を
かけることができる

+16%
OEE2

向上

+31%
OEE
向上

データの囲いこみがなく
なり、すべてのデータを統
合して根本原因を分析す
ることが可能になった

ハイアール
中国、青島

グローバルに分散した
システムや、研究所にま
たがるデータを分析する
統合ナレッジグラフにより、
欠陥を迅速に診断

鄭州石炭採掘機械 
中国、鄭州 

遺伝的アルゴリズム型の
機械学習で作業台の状態
をAGVのタスクやルート
と同期させ、内部物流を
最適化

AGVのアイドリング時間
が削減され、作業現場で
のタスク遂行に充てる時
間が増大

-75%
診断サイクル
タイム削減

-61%
製造リード
タイム削減

ユニリーバ
インド、ティンスキア 

教師なし機械学習により、経験、スキル、グル
ープに対する適合性、人口統計学的データ、
その他のパラメーター（在職期間3、技術スキ
ルなど）に基づいて作業員をライン配置

シフト開始時に人員配置を行わず、確認のみ
で済むようになったため、シフトマネージャー
がターゲットを絞ったデータ主導型のスキル
ギャップ対応コーチングを実施可能になった

-64%
人為ミスによる
OEE損失削減

1.

1.

3.

2.

機械対機械
3.

人間対
機械

2.
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人と材料を活用するための 
データフロー設計

ライトハウスの事例に基づく情報によると、デジタ
ルトランスフォーメーションの過程では取り込み、
保存するデータの量が 2 ～ 3 桁増加する 27。 デー
タを整理し、スリム化することは容易ではない。特

に、テクノロジーベンダーが増え、工場内のデータ
バリューストリームに指数関数的に新しいノードを
構築する場合には、極めて困難である。テクノロジー
の効率的な統合と管理は、今や不可欠である。

技術集約型のプロセスを統合が容易なように設計
することは、チェコ共和国のコンチネンタルとマレー
シアのアジレントにとって指針となる原則であった。

 デジタルトランス 
フォーメーションの 
過程では、取り込み、
保存するデータ量は
2～3桁増加する。

自動車産業向け電子部品メーカーのコンチネンタルは、マテリアル・ロジスティクスをカスタマイズする
ためにスタートアップ企業と提携し、同社の自律型モバイルロボット（AMR）用の統合型フリート管理プ
ラットフォームを開発。5 つのサプライヤーをまたいで統合されたこのプラットフォームは、中央ハブとし
て機能する。新規サプライヤーモジュールを個別に管理できるため、混合ゾーン（人間が運転する車両
が AMR と遭遇する可能性がある場所）におけるルート最適化と計画、および複数タイプの車両の衝突回
避システムなど、システム全体にわたるシームレスなアップグレードが可能になった（図 8 を参照）28。

マレーシアのアジレントは、コンチネンタルとは異なる分野で同様のアプローチを取った。供給中断のリ
スクが高い部品の生産を拡大するために、この工場では IIoT センサーと AI ビジョンシステムを統合し、リ
アルタイムの品質管理を実現する低コストのオープンソース 3D プリンティング・プラットフォーム、AMPS

（Additive Manufacturing Production System）を開発。プリンターに依存しないこのプラットフォームは
ERP と統合されており、生産スケジュールに基づいてプリンターのジョブ設定を自動化する。これは、頻
繁な新製品導入に不可欠である。AMPS により、同工場はセンター・オブ・エクセレンス（CoE）29 へと
変貌し、3D プリント部品コストの 83% 削減し、製造リードタイムの 75% 短縮に成功した 30。

このようなアプローチは、今日のニーズを解決する
ためのプロセスの再設計にとどまらず、新しいタイ
プの AMR や、新しい未知の製品、あるいは部品
要件など、将来のテクノロジーに対応できるデータ
プラットフォームの設計に役立つ。頻繁なアップグ
レードや統合に向けてフローを最適化することで、
成長がより低コストで容易なものとなる。無駄の多

いシステムに、高度なデジタルツールを導入して
はならない。同様に、最適ではないレイアウトの
生産ラインに AGV を走行させるのも意味がない。
ライトハウスはそのようなことはせず、導入するデ
ジタルツールが収集元の物理システムを反映した
データを確実に活用できるようにしている。  

例

例

コンチネンタル

アジレント
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未来志向のテクノロジーエコシステムに向けてプロセスを再考したコンチネンタル

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

図  8

2
3

5
4

1

導入されたユースケースとインパクト

ソリューション 内容 インパクト

1 デジタルツインによる 
仮想試運転

将来の生産ラインにおけるすべて
のソフトウェアの 3D モデルを生成

-75% 設備の 
稼働時間

2 デジタルシミュレーションによる 
レイアウト最適化

シミュレーションによる最適な 
プロセスフローの検証と特定

+16% 投資資本 
利益率

3 インテリジェントな仕分け機能を
備えた無人倉庫

AI による継続的かつ自律的な在庫
仕分け -37% 倉庫の 

スペース

4 生産データによる新製品の 
故障予測

新製品研究開発に向けたプロセス
根本原因リアルタイム分析

-49% スクラップ 
コスト

5 ブランドに依存しない 
AMR 管理プラットフォーム

AMR 車両群を管理し最適化する
集中ハブ

+67% AMR の 
生産性
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自社の能力への投資

適切な開発アプローチの選択
AI ツールのコモディティ化はさらに進んでいる。ス
タートアップ企業が産業分野で役立つ基盤モデルを
構築している一方で、クラウドプロバイダーは強化
型の AI/ML Ops31 開発ツールキットを提供している。 
これにより、ライトハウスは 2019 年から 2020 年
にかけて、社内における開発の割合を 37% 増加 

させることが可能となった。。対象分野は主に AIアー
キテクチャ、設計、統合である（図 9 を参照）32。
その結果、サードパーティが引き続きサービスを
提供する一方で、ライトハウスは情報バリューチェー
ンの多くを自社で所有し、テクノロジースタックや
ソリューション開発における特定要素のみを外部委
託する傾向が強まっている。

2.2

 ライトハウスは、情報バリューチェーンのより多くの部分を自社で所有し、テクノロジースタック
やソリューション開発の特定の要素のみを、外部委託する傾向を一層強めている。

ライトハウスはソリューション開発を社内にシフトしつつある図  9

各期別の導入アプローチ、全体に占める割合（%）1 

38%

31%

社内 サードパーティ 両方の組み合わせ

19%

48%

19%
21%

50%

14%

27%

52%

10%

30%

第1～3期（2018～19年） 第4～6期（2020～21年） 第8～10期（2022～23年） 第11～13期（2023～24年）

+37%

-68% +58%

社内で選び抜かれた能力を活用することで、よりカスタマイズされたソリューションを現地の工場に提供
できるようになった。例えば、中国の美的では、製品ライフサイクル管理（PLM）、研究開発、IoT、ク
ラウドコンピューティングに使用する、柔軟性と拡張性に優れた独自プラットフォームを構築。このプラッ
トフォームにより、機敏な開発と継続的なデリバリーが可能となり、年間 20 回以上の大幅なアップグレー
ドを実現している 33。

1. ライセンス取得、買収、アカデミアのアプローチは除外（第 1 ～ 3 期：12%、第 4 ～ 6 期：12%、第 8 ～ 10 期：9%、 
　第 11 ～ 13 期：8%）

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

例 美的
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その他の多くのユースケースでは、ライトハウスは、
展開にあたって戦略的な「組み合わせ」アプロー
チを採用し、協創型パートナーシップを通じて現地
の能力を強化する機会を生み出すことを優先してい
る。これには、共同開発における知的財産の所有権
を明確に定めた、社内チームと外部パートナーの深
い協力関係が必要である。統合チームは外部の専

門知識を取り入れると同時に、知識とスキルの移転
を促進する。中国のハイセンス日立（日立海爾）は 
この好例であり、パートナーシップを社内の専門
知 識を強 化 するた め の 戦 略 的 投 資と位 置 付 け、 
ソリューションに応じてチームの構成を調整している

（図 10 を参照）。

ハイセンス日立 – ソリューション開発における2つのアプローチ図  1 0

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

導入されたユースケースとインパクトの例

アプローチとその理由

選択されたソリューション

構築段階における
平均的なチーム構成

直接的な役割と
補助的役割

インパクト

ベンダーとのパートナーシップ
外部とのコラボレーションを通じて知識や知的財産の
構築力を補完

コンピュータービジョンによる高精度かつ柔軟な自動化
マシンビジョンと力覚フィードバックによる位置決めにより、
溶接時に従来の固定具が不要になった

‒ 9つの専門分野のエンジニア

‒ プロジェクトリーダーと管理リーダー

‒ オートメーション・サプライヤー

‒ 共同研究開発を行う大学

‒ 3つの専門分野のエンジニア

‒ データアナリスト

‒ オペレーション技術者

‒ ソフトウェアベンダー

ゲーミフィケーションを活用したトレーニングと
複合現実（MR）シミュレーションによるスキル開発
MRとシミュレーションモデリングによるゲーミフィケーションを
活用したトレーニング体験で、現実的なフィードバックを実現

社内開発
社内の専門知識を活用し、必要に応じてプロバイダーで
補完

2328 28

8

3

3

-22%
ピッキング
サイクル
タイム

-67%
切り替え

時間

-47%
トレーニング

サイクル

+23%
労働

生産性

技術的役割 外部パートナー オペレーション上の役割

1 2
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図  1 1 ライトハウスはホリスティックな変革チームを構築する

12

変革リーダー 4
データサイエンティスト 5

データエンジニア 3

オートメーションスペシャリスト 3

サイバーセキュリティ 2

プロダクトマネージャー 3
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アジャイルコーチ 1
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追加されたデジタルトランスフォーメーションの職務（分野別）1 
追加フルタイム換算従業員数（FTE）、1,000人当たり

ビジネス 技術

1. GLN 研究調査（2024 年 7 月）の設問：「貴社のライトハウス拠点と企業チーム全体におけるデジタルトランスフォーメーションを可能にするために、 
　過去 2 ～ 3 年で追加した職務は何ですか？]

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

デジタル主導とするが、技術者だけに 
依存しない

ライトハウスは、デジタルトランスフォメーション
は、単なるテクノロジーの導入では不十分である
ことを示している。むしろ、デジタルトランスフォー
メーションは全員が取り組むべき仕事であるとし、
再構築されたプロセスを実現するために必要な 
テクノロジ ーと人 材 の 能 力 を 組 み 込 んで いる。 
平 均で 工 場 従 業員 1,000 人（FTE） 当 たり 25 人
の新たな変革担当者を雇用し、そのうちほぼ半数
はビジネスおよびオペレーションの担当者である 

（図 11 を参照）34 。開発の初期段階では通常、ネッ
トワーク全体に実用的な革新的ソリューションを設
計・展開するためのセンター・オブ・エクセレンス

（CoE）35 を設立する。製造実行システム（MES）
や「デジタルツイン」などのテクノロジーに重点を
置くものもあれば、「プロトタイピング」や「バッ
チリリース」などのプロセスに重点を置くものも
ある 36。 これらの CoE は、 企業チームやサード
パーティプロバイダーと提携して能力ギャップを埋
めることが多いが、現場オペレーションやテクノロ
ジーリーダーたちによるアップスキリングによって、 
やがては不要になる。 

シーメンスは、デジタル化プログラム「リーン・デジタル・ファクトリー（LDF）」において、長年にわ
たり CoE 主導のアプローチを推進してきた。同社の専門家たちは、コアとなるデジタル化技術を中心に
結集し、専用サイトで実施されるパイロットプロジェクトを通じて能力を構築している。CoE 内で特定の
ツールに関する洞察が成熟すると、LDF ネットワーク内で知識が共有され、技術の拡張に関する権限が 
工場に移管される。そうすることで、現地の専門家が開発のバックログ管理と潜在的な外販のサポートに 
集中できるようになる 37。

シーメンスをはじめとする企業では、拠点のリー
ダーたちが先進テクノロジーソリューションの特定と
統合の責任を取り戻しつつある。こうした動きに伴
い、現場でのこうした役割に付く人員に対して、将
来のテクノロジーによるプロセスへの影響に適応す

るためのアップスキリングと、高度な機能が民主化
（例えば、コーディングの知識がなくても「市民開発者」
としてローコード／ノーコードでアプリケーションの 
作成、修正、最適化ができるようになるなど）される
ことに、新たな焦点が当てられるようになった。 

例 シーメンス
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規模拡大に向けた資産化2.3

資産化とは、組織全体にわたるスケーラブルなデジ
タルトランスフォーメーションのために、再利用可能
なソフトウェア資産（アセット）の開発、管理、展開
を体系的に行うアプローチを指す 38。

プレイブックなしで新しいユースケースを試験運用
する場合は、試行錯誤しながら学ぶ必要がある。 
しかし今日では、多くの応用例が成熟してきている。
2024 年のほぼすべての新しいライトハウスは、拠点
の評価に提示されたトップ 5 のソリューションとして、
生産スケジューリング、予測メンテナンス、または施
設管理のためのソリューションを提示している。ライ
トハウス発のブレークスルーは、これらのソリューショ
ンを展開するスピードと規模である。イノベーション
は「資産化」であり、これはソフトウェア業界が長年
活用してきた手法である。実稼働環境における資産
化とは、現場作業員が専門知識を持たずにデジタル

ソリューションの力を活用できるようにするための、
組み立て可能かつどこからでもアクセス可能な標準
マニュアル、手順、ツールの作成を指す。

組み立て可能なアセットの展開
組み立て可能性を意味する「コンポーザビリティ」
とは、部品の組み立てや再構成を可能とする柔軟
性を重視した設計原則であり、システムの機動性を
高める。ライトハウスは、コンポーザビリティに重
点的に取り組むことで、変化するビジネスニーズに
適応する柔軟性と拡張性のあるインフラを開発し、
大規模な混乱を伴う展開ではなく、より迅速なイノ
ベーション、市場投入までの時間の短縮、段階的
な改善を実現している。 

 2024年に 
新たに認定された 
ほぼすべての 
ライトハウスが、 
トップ5のソリュー 
ションとして、生産 
スケジューリング、 
予測メンテナンス、 
または施設管理 
ソリューションを 
提示している。

シーメンスは、自社の工場でソフトウェア部門が配布したソフトウェアを使用したいという強い要望から、異
なるソフトウェアやシステムを効果的に組み合わせることのできる仕組みを確立した。補完的なアプリケーショ
ンも、ほとんどがこの仕組みの上で開発されている。ビジネスケースの最適化には、こうしたアプリケーショ
ンをソフトウェアプロバイダーとの共同開発で開発し、外部顧客にも販売することが求められる。これにより、
再利用可能なテクノロジー資産が増え、現場でのイノベーションが可能になる 39。

ライトハウスは、すべてのオペレーションを唯一の
ものと見なし、現地の状況に合わせて調整する柔軟
性と、長期にわたって同じ基本構造でスケールアッ
プが可能な頑丈性を兼ね備えたアセットとツールを
必要とする 40。そのために、クラウドベースのコン

テナ化されたマイクロサービス、多様なシステムや
プロセス間で通信可能なアプリケーション・プログ
ラミング・インターフェース（API）やデータモデル
など、組み合わせ可能な要素を持つアセットを設計
することで、これを実現している（図 12 を参照）。 

ライトハウスは、組み合わせ可能なアセットの作成において標準化と柔軟性のバランスを取っている図  1 2

　柔軟性

　　　　構造と標準

プロジェクトを小さく自己完結型に分け、個別に開発、
検証、導入することにより、迅速な反復を可能にする
‒ モジュール式の API を展開し、新しいチャネルに迅速に

対応する
‒ 独立したテストと展開を可能にするため、アーキテクチャ

を分離する
‒ マイクロサービスを使用する - より小さく自己完結した

アプリケーションをそれぞれ特定の機能に割り当てる

容易に再構成または交換可能なコンポーネントを
使用した設計システムにより、既存のモジュールの
再利用を促進する
‒ さまざまなアプリケーション、ソフトウェアスイート、

クラウドにまたがるモジュール型アーキテクチャに
「クラス最良」のアプローチを採用する

‒ 統合とプロセスの変更を容易にし、迅速な導入と
スケールアップを可能にする

クラウドネイティブなインフラと信頼性の高い
データ管理システムを構築し、継続的な社内開発と
イノベーションを可能にする
‒ クラウドネイティブなインフラ、コードとしてのインフラ、

自動化を活用し、柔軟なアーキテクチャを実現する
‒ 信頼性の高いデータ管理戦略を確立する
‒ 社内での継続的な能力構築を目的とした独立開発を

サポートする

開発の指揮とベストプラクティスの共有を一元的に
管理、監督することで、新たなニーズへの迅速な
対応を可能にする
‒ アジャイルや DevOps などの開発手法を活用する
‒ API 統合のベストプラクティスに関するガイダンスを

提供し、統合されたデータパイプラインを実現する
‒ 「ジャーニーサービス」を利用して、異なるドメイン

サービス間の連携を行う

小さなパッケージに分割する 常にシステムが自律動作できるよう構築する

開発を一元化、標準化するモジュール性を考慮したシステム設計

出典：ガートナー 41、グローバル・ライトハウス・ネットワーク。
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ローコード／ノーコードツールによる
従業員の能力強化

最新のライトハウスでは、ローコード／ノーコード
プラットフォームが一般的になっている。2024 年
のライトハウスでは、76% が何らかのバージョンの
技術を導入 42。 ただ、モデルがより洗練されてい
るにもかかわらず、依然として問題は局在する。工
場の個々の機械は、現場のオペレーターや技術者
だけが理解できる独自の最適化を必要とすることが

多いが、プログラミングの必要性を低減したロー
コード／ノーコードのプラットフォームにより、機
器やプロセスに関する深い知識を有する現場スタッ
フが直接調整を行うことができる。

また、このようなツールは開発者ではないコミュニ
ティの権限も強化するため、ネットワーク全体のス
ケーラビリティが向上する。特にテクノロジーが高度
化する中でソリューションに真のコンポーザビリティ
をもたらすには、組立自体を容易にすることが重要
である。ライトハウスはこのことを理解している。

ロシュ

スイスに拠点を置く製薬会社のロシュは、オペレーターが独自のアプリケーションを構築し、展開できる
ように、ノーコードのイノベーションハブを構築した。80 人以上のアプリケーション開発者からなる市民
開発コミュニティによって構築されたこのハブは、リスクベースのモジュール検証アプローチや事前検証
テンプレートなどの標準的な運用モデルを中心とした産業化および資産化戦略をサポートしている。これ
は、規制の厳しいライフサイエンスおよび製薬業界において、デジタルソリューションの価値実現までの
時間を最大限に短縮するために不可欠なものである。現在では、このハブに 100 以上のユーザー開発
アプリケーションがホストされている。

現場と連携した導入のローカライズ2.4

デ ジタ ルトランスフォーメ ー ション に お い て、 
導入は依然として正解のわかりにくい要素である。 
ライトハウスは、変革による影響を持続させるには、
画一的なアプローチではなく、人間中心の設計、
展開、および変更管理アプローチが必要であること
を理解している。人間の能力を高める設計システム
とインターフェースを開発し、人間の能力を代替す
るのではなく、テクノロジーが人間をサポートする。 
また、経営陣よりも現場からより多くの改善案が生
まれる環境にするために、人材と職場環境に投資 
している。さらに、オペレーターを包括的に巻き込み、
新しいソリューションの設計と開発を行っている。 

人間中心のプロセス設計
ライトハウスは、プロセスを人間中心に再設計して
現場の外観と雰囲気を変え、労働力の作業バラン
スを技術者や理論家により近いものに再設計すると
同時に、困難で付加価値のない、あるいは危険性
の高い作業を自動化している。また、危険やその
他の障壁、例えば特殊な免許や身体的制限などを
排除し、より包摂性の高い作業環境を設計している。

 ライトハウスは、 
人間の能力を高める 
設計システムと  
インターフェースを 
開発。人間の能力を 
代替するのではなく、 
テクノロジーが 
人間をサポートする。

ベトナムのフォックスコン・インダストリアル・インターネットのオペレーターは、エラーが発生した際
に、根本原因の特定や解決策の提案を受けることのないまま、オートメーション設備をリセットしていた。 
この問題に対処するため、この施設では、機械のハンドブックを参照して潜在的な根本原因をダッシュ
ボードに視覚化する LLM 対応の機械故障処理システムを構築し、計画外ダウンタイムを 90% 削減した。

中国の三門核電では、放射線耐性のある磁石式垂直移動ロボットに画像解析アルゴリズムを搭載して検
査に活用し、作業者が放射線を浴びる可能性のある作業を不要にした 43。 

例

例

フォックスコン・インダストリアル・インターネット、三門核電
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同様に、第一線で働くオペレーターは生産の最前線
となるため、彼らに向けたユーザーフレンドリーな
意思決定ツールやトラブルシューティングツールを
備える必要がある。ライトハウスは、最も重要なの
はモデルやアルゴリズム自体ではなく、対象となる
ユーザーがどれほど効果的にそれらとやりとりが可
能かということだと理解している。つまり、オペレー
ターが問題の解決や対応に積極的に関わる日常業
務や業務フローにおいて、直感的に操作できるイン
ターフェースを設計することを意味する。 

労働力への投資
2020 年以降、ライトハウスのユースケースではポー
トフォリオの平均 10% を労働力に関する優先事項
に充てており、これには労働者の経験、スキル開発、
安全性、スキル強化、業務強化などが含まれる 44。
これらのライトハウスは、平均で 10 ～ 20% の付加
価値のない作業の削減と、25 ～ 30% の労働生産
性の向上を達成している 45。

ライトハウスで興味深いのは、そのホリスティック
なアプローチである。ライトハウスの 75% 以上が、
現場での経験のあらゆる側面を網羅するソリュー
ションを展開している（図 13 を参照）。 

 ライトハウスは、 
最も重要なものは 
モデルやアルゴリズム 
自体ではなく、対象と
なるユーザーが 
どれほど効果的に 
それらとやりとりが 
可能かということだと
理解している。

ライトハウスにおける現場でのユースケース図  1 3

1. 2024 年 7 月発行のグローバル・ライトハウス・ネットワーク調査原本からの例

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク

スキル開発のユースケースの例として、インドの CEAT は、パフォーマンス管理システムとオペレータート
レーニングカリキュラムを連携させることで、軽微な停止による損失に対処し、総合設備効率（OEE）を
16 パーセントポイント改善した。実際のパフォーマンスデータを活用し、より迅速で的を絞った再教育を
行うために、仮想現実（VR）における個別学習プログラムを作成している。このトレーニングは双方向
の取り組みと位置づけられており、オペレーターからプロセスが実行困難な理由についてのフィードバッ
クを収集し、改善案も取り入れている 46。

安全に関する例では、三門核電はデジタルツインと物理／デジタルのシミュレーション技術を組み合わせ、
緊急対応シナリオのシミュレーションを行った。このソリューションにより、従来は原子炉オペレーターの
資格取得に少なくとも 5 年かかっていたトレーニングプロセスが加速し、人為ミスによる事故が 88% 減
少した 47。

影響を受ける領域別のアプリケーション数 事例1

従業員の経験 93

スキル開発 87

安全性 73

スキル強化 70

作業能力拡張 56

リモート接続ツール
物理的身体支援ツール 
複合現実（AR、VR、MR）

デジタル情報プラットフォーム

インクルージョンとウェルビーイングのためのツール 

パフォーマンス管理と安全管理

ある再生可能エネルギー企業は、従業員が意見や課題を共有することを奨励し、
AI による洞察を活用するデジタルエンゲージメントプラットフォームを導入した

ある鉱業会社は、技術トレーニングセンターを導入して、新しいポジションに
登用する人材の育成時間を短縮し、従業員の多様性を高めた

あるグローバル産業機械メーカーは、テクノロジーを活用した人間工学的評価を
実施し、職場における足腰などの怪我とケース評価の時間を83%削減した

あるグローバル消費財企業は、トレーニングとアップスキリングを支援するウェア
ラブル端末を開発して、工場の OEE を 53% 改善、非付加価値作業を 56% 削減し、
スクラップを 26% 削減した

ある自動車メーカーは、改善の個別領域に合わせてカスタマイズされたトレーニ
ングプログラムとAR/VR を活用。現場の塗装技術者と専門家をリモートで接続し、
ユニット当たりの欠陥を削減すると同時に、OEE を改善した

例 CEATと三門核電
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デジタルを定着させるための 
導入プログラムの構築

ソリューションは単に現場のためにあるのではなく、
現場と共にあるべきものである。先進的な工場ほ
ど、全社の他部門よりも、最前線の現場から継続
的改善のためのアイデアを多く引き出している。し
かしそれは、オペレーターのアップスキリングと主
体的関与に対して、意図的に投資を行っている場合

に限られる。なぜなら、変革の速度を左右するのは、
まさに彼らだからである。

従業員は誰もがそれぞれ異なるため、ライトハウス
は導入にあたって画一的なアプローチを取ることは
ない。その代わり、各拠点の要件を満たし、持続
可能な変化を推進するためにリソースを十分に割り
当てながら、拠点レベルでのパーソナライズやカス
タマイズを可能にする柔軟性と自主性を維持できる
最小限の構造を、各拠点に与えている。 

ローカライズされた導入プログラムには、通常、いくつかの要素が含まれる。コカ・コーラはシンガポー
ルで、従業員の変革への取り組みへの継続的な関与とコミットメントを推進することに重点を置いて導入
を行った。この工場では、毎月、機器ベンダーやその他のサードパーティとの報告会や、工場全体の変
革の最新情報や成功事例を提供する 21 の「Sway」デジタルニュースレター、そして、現場にあるイノ
ベーションラボでの AGV、コボット、仮想現実や拡張現実の体験などを通じて、従業員と関わりを持った。 
また、この工場では、優秀な人材を社内の短期プロジェクト（STAR）に参加させている。現場作業員が
3 カ月間、変革チームに参加し、特定のデジタルプロジェクトの一員として、ソリューションの設計、開発、
実行に協力する。これらの従業員は最終的には現場作業に戻り、アンバサダーとなる 48。

現場と経営陣の間で双方向のパイプ役として機能す
る変革推進者の育成は、極めて重要である。リー
ダーシップから現場まで、変革推進者は重要なメッ
セージを伝え、質問に対応し、現場の同僚の学び
を支援する。また、逆に、変革推進者は、現場の
アイデア、フィードバック、意見を経営陣に伝え、
現地の状況に適した変革アプローチが形成されるよ
うにする。ライトハウスの場合、これらの変革推進
者は、テクノロジーのデモへの参加や支援、インセ

ンティブや賞の授与、アイデア創出セッションの主
導、公開講演などを行っている。彼らは、変革を定
着させる接着剤のような存在である。

ユーザーの導入と密接に関連しているのが、モデ
ルの導入である。ソリューションは一度機能するだ
けでは十分ではなく、オペレーターに対して継続
的な価値を示さなければならない。さもなければ、 
ソリューションは廃棄され、無駄が増えることになる。 

 現場と経営陣の 
パイプ役として機能
する変革推進者の 
育成は、極めて重要
である。

経験の少ないオペレーターが、増え続けるオートメーション機器のポートフォリオを管理できるよう、シュ
ナイダーエレクトリックの中国工場は、オペレーターのフィードバックをシームレスに収集する生成 AI 活
用型拡張現実（AR）メガネを導入した。広範な機器データとマニュアルをモデルに入力し、メンテナン
ス技術者がアクションを選択して継続的に改善することで、AR メガネは故障コードの潜在的な原因と対
応するソリューションを表示し、新人技術者が機器を習得する時間を 18 カ月から 9 カ月に短縮した。そ
の鍵となったのは、オペレーターによるフィードバックである。モデルの導き出した推奨事項にフィード
バックすることでモデルの精度を向上させ、経験豊富なオペレーターが長年培ってきた知識を基礎モデ
ルに転送できるようになった 49。

例

例

コカ・コーラ カンパニー

シュナイダーエレクトリック

グローバル・ライトハウス・ネットワーク：デジタルトランスフォーメーションのインパクトとスケールアップを推進するマインドセットの変化 23



生産性のその先へ： 
AIの適用による、 
バリューチェーン全体の 
持続可能性とアジリティ
ライトハウスはバリューチェーン全体を変革し、 
人々と環境の両方に利益をもたらしている。 

商品の移動がグローバル化するにつれ、サプライ
チェーンは、壊滅的な自然災害や地政学的な緊張
から、市場の不安定化による資源不足やインフレ
に至るまで、数多くの課題に直面するようになっ
ている。これに対応して、ライトハウスはサプライ
チェーンの可視性を高め、混乱を予測・管理でき
るように最適化している。また、リスクをライフサ
イクル全体でホリスティックに捉え、製品設計、需
要計画、ロジスティクスにおけるレジリエンスを
高めるための的を絞ったソリューションを導入して 
いる。

さらに、顧客嗜好の多様化を背景に、産業が大量生
産モデルからカスタマイズが主流となるモデルへと
移行する中、ライトハウスはアジリティ（俊敏性）を
重視することで競争優位性を獲得しようとしている。 
エンジニアリング・トゥ・オーダー（ETO）やコンフィ
ギュア・トゥ・オーダー（CTO）モデルを採用する 

工場では、設計と生産を迅速かつ大規模に行う 
一方で、 顧客に柔軟性を提供するために、より 
高度な複雑性を管理する必要がある。

ライトハウスは持続可能性に対するリスクの視野を
広げ、敷地内およびバリューチェーンにおける環境
への影響を積極的に削減している。ビッグデータ分
析、クラウドコンピューティング、IoT の進歩により、 
排熱をエネルギーとして利用するなど、生産手段の
新たな編成方法が生まれており、資源効率の飛躍
的な改善が推進されている。サプライチェーンから
の排出量がスコープ 1 および 2 の 6 倍であること 
を踏まえ 50、ライトハウスは、循環型モデルを推進
し、スコープ 3 の排出量を削減するために、技術
面にとどまらず、上流のサプライヤーと下流の顧客
の両方と協力して、クローズドループのエコシステ
ムを構築している。

 顧客嗜好の 
多様化を背景に、 
大量生産モデルから 
カスタマイズを 
主流としたモデルへと 
産業が移行する中、 
ライトハウスは 
アジリティを 
重視することで 
競争優位性を 
獲得しようとしている。 

3
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バリューチェーン全体におけるライトハウスのソリューションの分布1図  1 4

AI 少量データ対応型AI 消費財 ロジスティクス PMP プロセス産業

マテリアルハンドリング、フルフィルメント、ロジスティクス

ソリューション数 ソリューション領域 例

材料の自動ピッキングと輸送

動的な出荷スケジューリング

マテリアルフローのルーティング

資産管理

迅速な切り替えのための自動パラメーター展開

タスクのシーケンス

予測メンテナンス

リソース管理

エンドツーエンドの製造コントロールタワー

無人生産

施設におけるエネルギー使用量の削減

統合計画および調達

サプライチェーンコントロールタワー

顧客の注文予測

顧客の販売追跡

製品開発

自動化されたプロセス検証とバリデーション

シミュレーションによる反復設計

現場パフォーマンスのマイニング

品質

自動光学検査          

根本原因の特定と是正措置の推奨

プロセス検証

顧客およびサプライヤーとのコネクティビティ

自然言語処理による顧客の好みの把握

アフターサービスの根本原因解決の自動化

顧客販売およびフィードバックポータル

労働力の有効活用

リアルタイムのプラントデータの同期と可視化

パフォーマンス管理用デバイスとダッシュボード 

XR2 を活用したトレーニング
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エミレーツ・グローバル・アルミニウム
アラブ首長国連邦、アル・タウィーラ
アルゴリズムによる船舶資産構成と
入出荷スケジュールの最適化

アジレント
マレーシア、ペナン
アディティブ・マニュファクチャリング・
プロダクション・システム（AMPS）

三一重能 
中国、韶山
風力タービンブレードの配送計画を
同期化し、早期警告を発する、
エンドツーエンドのデジタル・コント
ロールタワー

ユニリーバ 
インド、ティンスキア
アンサンブル機械学習モデルによる
需要予測で、eコマースの「即時」納品
を実現

シュナイダーエレクトリック
中国、上海
顧客のスケジュールに合わせた機械
学習による電気耐久性テストと
プロトタイピング

エミレーツ・グローバル・アルミニウム 
アラブ首長国連邦、アル・タウィーラ
標準作業手順（SOP）の遵守を監視し、オ
ペレーターにリアルタイムで警告を送信
するディープラーニングを活用したビデオ
スーパーバイザー

ハイアール
中国、青島
IoTとニューラルネットワークによる
稼働パラメーターのリアルタイム収集
と、現場での製品課題予測

アジレント
マレーシア、ペナン
プログラミングのスキルを持たない
オペレーターでもデジタル・カンバン3

を設定できる、ノーコードのワークフ
ロー管理機能

積み替えコスト 47% 削減

3Dプリント製造リードタイム 83% 削減

納品リードタイム 34% 削減

凍結期間（日数）92% 削減

検証サイクル 40% 削減

SOP遵守率45ポイント向上

販売後故障率 28% 削減

労働生産性 42% 向上

インパクト

1. 工場と持続可能性のソリューションを除く。2.XR：eXtended Reality の略であり、拡張現実（AR）、仮想現実（VR）、複合現実（MR）など、現実世界の体験を
強化または置き換えるすべてのテクノロジーを含む。3. カンバンは、カードやボードを使用して作業プロセスを最適化および追跡する視覚的なワークフロー管理
手法である。出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。
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製品開発サイクルを加速するインテリジェントな製品導
入ツール

3.1

カスタム製品に対する注目が高まり、製品投入まで
の時間短縮が求められる中、市場への投入速度は
多くのライトハウスにとって重要な評価基準となって
いる。設計、検証、プロトタイプ、テストのサイクル
においても、飛躍的な改善が達成されている。

さらに最近では、材料や工程パラメーターの推奨エ
ンジン、製品性能のための高度なシミュレーション
モデル、需要予測のための顧客市場およびデータ
インテリジェンス機能など、各ステップに対応した
先進的なソリューションが導入されている。

今日のライトハウスを差別化しているのは、製品開
発ライフサイクル全体にわたってソリューションを統
合する能力である。したがって、コアとなる能力は、
個々のソリューションではなく、顧客、サプライヤー、
製品、およびプロセスのデータを統合し、新製品
のシミュレーションや予測に利用できるようにする 
製品ライフサイクルデータプラットフォームである。

中国の美的はこのマインドセットを体現する企業の一つである。同社の製品ライフサイクル管理プラット
フォームは、製品開発プロセスの各段階でデジタルツールの利用を可能にし、新製品への入札や資産へ
の投資を行う前に、設計、検証、試作、生産のサイクルをすべてデジタル上で完了させることを可能にし
ている。これにより、新規受注への対応時間が改善され、入札の機会が増えるという二重の効果がもたら
される。また、より正確なコスト見積もりと「初回から正しい」設計により、入札に織り込んでいたコストマー
ジンを削減することができ、競争力が向上する（図 15 を参照）51。

完全設計フィードバックループの構築により、迅速な製品開発を実現する美的図  1 5

  設計

検証

-45%
製品設計

リードタイム

-10p.p.
鋼板

損失率

-71%
不良率

-81%
構成

リードタイム

作成

試作と
テスト

ワンクリックで
インテリジェントな
構成と見積もりを実行
構成データプラットフォーム
を活用したマルチフィジックス
シミュレーションにより、
カスタマイズ注文の構成
をモデル化し、コスト最適
化されたワンクリック見
積もりを実現

インテリジェント設計に
よる製造可能性評価
プラットフォーム
過去の視覚設計図面から
設計パラメーターを抽出
し、迅速な再利用が可能
となるパラメーターを
特定し、適応型アルゴリ
ズムを使用して最適な
パイプルーティング設計
を生成

コア機能
美的の強みは、

自社開発の製品ライフサイ
クルプラットフォーム (PLM)

であり、これにより
設計サイクルの各段階で

シミュレーションの
活用が可能

カスタム設計用の
電子標準作業手順 (SOP) を
自動生成
3Dシミュレーションにより、
カスタム設計のプロセスと
品質要件に合わせた電子
SOPを作成。また、アニメー
ションとAIエラー防止機能
により、ARメガネを装着し
たオペレーターに組み立て
手順をガイド

インテリジェントな
鋼板ネスティング
ソリューションシステム
スーパーコンピューターを
使用して、図面をもとに
入れ子になる部品を並べ
替え、回転して配置。これ
により、鋼材を最大限に
活用した最適な材料仕様
を生成し、最適なサプラ
イヤーに購買注文を自動
的に割り当てる

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。

例 美的
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迅速なカスタマイズを可能とするプラットフォーム 

気候に合わせてカスタマイズされたエアコンの需要に応えるため、中国のハイアールは、顧客の仕様
に基づく設計上の性能をシミュレーションする製品性能予測モデルを導入した。同社はその後、モデル
に機械学習アルゴリズムを適用して最大限に活用。設計サイクルタイムを 1 モデル当たり 49% 削減し、 
プロトタイプの検証コストを 77% 削減した 52。

コストパフォーマンスをシミュレーションして設計リスクを低減し、 
入札競争力を強化する 

中国の美的は「ワンクリック」製品設定ツールを使用して、数百万通りの組み合わせから最もコスト効果
の高い設定を特定。また、包括的なレポートを生成する有限シミュレーションアルゴリズムにより、設計
の製造可能性を自動検証するデジタル・プラットフォームを開発し、従来は 1 日かかっていた製造組立の
ための設計会議を 10 分に短縮した。このツールは、組み込み設計と特徴認識アルゴリズムを活用して、
新しいシミュレーション設計を過去に記録した設計に関連付ける。これらの機能はすべて、同社内で開発
した PLM プラットフォームに統合されており、バリューチェーンのデータ全体のエコシステムにアクセス
できるようになっている。これにより、品質を犠牲にすることなく市場投入までの時間を短縮し、コスト
競争力を高めることができる 53。

インテリジェント・レジリエンスハブによる 
サプライチェーンのアジリティ向上 

3.2

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、多く
の企業がサプライチェーンを見直すきっかけとなり、
自社に記録的な混乱によるコストを吸収する準備が
どれほど整っていなかったかを認識する機会となっ
た 54。 しかし、ライトハウスでは異なる。ライトハ
ウスの 85% はパンデミックの最中にも 10% 未満
の収益減にとどまったが、他の製造業者では 14% 
のみであった 55。 2020 年以降、ライトハウスはサプ
ライヤーと顧客の接続性と統合計画を優先し、レジリ
エンスに重点を置いたユースケースを平均 5 件実施 
している 56。

さらに最近では、バリューチェーンが市場の変動に
晒される中、断片化され拡大する事業拠点の複雑
性を管理するためのソリューションを成熟させつつ
ある。需要予測のための機械学習「アンサンブル」
モデルや商品価格設定と調達安定化のための生成
AI などのソリューションは、リスク管理を一元化する

「レジリエンスハブ」が調整を行うことが多い。レジ
リエンスハブは、サプライヤーから最終顧客に至る
各ノードの透明性を向上させ、混乱を乗り越えて業
務の継続とサプライチェーンのパフォーマンスを維
持するための統合的な意思決定を推進する。

例

例

ハイアール

美的

製品の迅速なカスタマイズに対する需要の高まりに
対応するため、厳しい要件、複雑な構成、小ロット
生産を実現する必要がある。これに対応するため、
美的やハイアールなどの企業は、製品導入に関す

る作業や決定を現場で行うことができる集中型機能
やデジタルツールに投資し、新たな機会をつかむ
ためのアジリティと対応力を向上させている。 

製品のライフサイクル全体にわたって統合された
データプラットフォームがあれば、貴重な情報を
初期設計段階にフィードバックし、最適なコストパ
フォーマンスを確保することができる。自動製品構
成や製造可能性検証プラットフォームなど、統合さ

れた高度なデジタルツールを使用して製品ライフサ
イクル管理（PLM）システム内のアルゴリズムや過
去のデータを活用することで、カスタマイズを合理
化し、検証時間を短縮して、複雑な設計要件であっ
ても自信を持った応札が可能となる。

 2020年以降、 
ライトハウスは 
サプライヤーと顧客の 
コネクティビティと 
統合計画を優先し、 
レジリエンスに重点を 
置いた平均5つの 
ユースケースを 
導入している。 
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リスク管理の一元化を目的とした 
レジリエンスハブ

ハブ・アンド・スポークモデルでは、中核となる機
能と専門知識を「ハブ」に一元化し、特定のタスク
や業務は個々のユニット、つまり「スポーク」に分
散する。ライトハウスでは、リスク管理の合理化と
エンドツーエンドのバリューチェーン全体での対応
力向上を目的として、このモデルを採用するケース
が増えている。

顧客、製造、供給管理、物流、財務など、各コア
機能の役割はレジリエンスハブ内で異なる。スポー
クがコアとなる対応能力を欠いている場合（例えば、
自らリスクを監視していないサプライヤーや顧客な
ど）には、ハブ主導型モデルが有効である。一方、
スポーク主導型のアプローチでは、リスク管理を他
のプロセスと統合し、専門リスクをカスタマイズし
て監視することが可能となる。これは、ロジスティク
ス、製造、品質、施設管理機能において最も一般
的である。

スポーク別：一元化に向けた 
ライトハウスの戦略

ライトハウスは、バリューチェーンの特性に応じて 
デジタルテクノロジーを導入し、ノード全体でレジリエ
ンスと透明性を構築している。また、ビッグデータと 

高度なアルゴリズムを活用して需要予測と価格予
測の精度を向上させ、高度な統合によりリスクのエ
コシステム全体を管理している。

	– サプライヤー管理：上流の透明性は、多くの場
合、インバウンドの品質と業務の安定性を向上
させるためにハブ主導型のサプライヤー・プラッ
トフォームによって実現される。

	– 品質：分散型モデルが必要な場合、ライトハウ
スはスポーク主導型アプローチでサプライヤー
と連携する。こうすることで、各サプライヤーが
品質管理の責任を持ちつつ、企業の基準を遵
守する形で、地域ごとの専門知識を活かすこと
ができる。

	– ロジスティクスと配送：特に長距離の場合、ライ
トハウスはハブ主導のアプローチを採用し、地
域ごとのリスク対応に単一の責任者を割り当て
る傾向にある。

	– 在庫と計画：ライトハウスは、製品開発を推進
するのと同じ統合データプラットフォームを活用
して、混乱の影響を緩和するための高度な計画
アルゴリズムの数々を推進している。

	– 購買と交渉：ハブ／スポーク主導型モデルを使
用して、商品購買の未来を予測している。

スポーク主導型
最適なモデル： 優れたリスク管理能力
が現地にある場合に有効。サポートの
一元化と標準化はハブ主導型で行う

ハブ主導型
最適なモデル： リスク管理能力は
まだ初期段階だが、ハブとスポークで
拠点間データ統合の可能性がある

グローバル・ライトハウス・ネットワーク：デジタルトランスフォーメーションのインパクトとスケールアップを推進するマインドセットの変化 28



ライトハウスにおける一元化サプライチェーン・ソリューション ケ ーススタディ

ベコ（トルコ）は、プラスチック射出
成型用のスマートモールドをサプ
ライヤー側で直接展開し、データを
同社のサイトにフィードバックする
サプライヤー連携プラットフォーム
を構築した。これにより、同社はサ
プライヤーのロット固有のプロセ
スパラメーターに基づくプロセス
制御を実施することができ、同時に
サプライヤーのコストも削減でき
るという、双方にメリットのあるコ
ラボレーションを実現した。

エミレーツ・グローバル・アルミニウム
（アラブ首長国連邦）は、LLMを使

用して交渉のシミュレーションを
行い、第一線で活躍するカテゴリー
マネージャーが市場公表価格よりも
大きくコストを押さえることを可能
としている。

蒙牛乳業（中国）は、APS主導のサ
プライチェーン最適化ツールを導
入して、サプライヤーの酪農場から
のデータを統合し、生乳供給の需
要変動に対応。これにより、サプラ
イヤーからの納期遵守率（OTIF）を
改善した。

三一重能 （中国）は、風力タービン
ブレードの配送用にデジタル・コン
トロールタワーを導入。早期警報
プラットフォームにより、専門の
現地ロジスティクスチームが危険
な道路や悪天候などの高リスク状
況に合わせて計画を立て、画像認
識により作業指示書を自動生成し
て、検出された異常や必要な修理
を修理チームに通知できるように
した。 

ユニリーバ（インド）は、販売チャネ
ル、顧客、製品カテゴリーのデータ、
および100以上の需要促進要因と
ビジネスシナリオに基づく10以上
のAIベースの機械学習モデルを展
開することで、予測不可能な急増を
伴う「即時配送」のeコマースチャネ
ルにもかかわらず、需要予測を強
化するために「アンサンブル」アプ
ローチを活用している。

シュナイダーエレクトリック（メキシコ）
は、何十億ドルにものぼる貿易商
品と、同地域における2万5,000人
以上の従業員のリスクと安全性を
モニタリング。AIモデルを使用して
盗難の危険や天候などのリスクを
監視し、分析レポートを自動生成し
ている。

ジュビラント （インド）は、3つの
アルゴリズムモデルを組み合わせ、
グローバル価格指数と化学製品の
生産からのデータを組み込むこと
で、酢酸の価格を予測した。

アジレント （マレーシア）は、AIを
活用したニュース感情分析に
基づいて材料価格を予測する
予測コストモデリングツールを
構築した。

不良率を
8,000ppmから 

120ppm
に低減+10p.p.

コスト削減

+31p.p.
納期遵守率

（OTIF）

+14%
納期内配送増、
ブレードの損傷
事故を29%削減

+34p.p.
サプライヤー

原価精度

精度を
 96%
に向上

凍結期間を
14日から

 1日
に短縮

-91%
イベント
対応時間

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。
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直線型バリューチェーンから循環型バリューチェーンへの
移行による持続可能性の向上 

3.3

バリューチェーンが重要である理由 - 産業別スコープ3排出量図  1 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

セメントとコンクリート

輸送サービスとロジスティクス

紙・パルプ

金属・鉱業 

その他の材料

化学薬品

バイオテクノロジー、ヘルスケア、製薬 

食品・飲料加工

衣料品

建設

軽工業

輸送 OEM

電気・電子機器製造

動力機械

スコープ1 スコープ2 スコープ3

産業活動が世界の温室効果ガス（GHG）排出量
の 30% を占める時代において、持続可能性へのコ
ミットメントと行動のギャップを埋めることの緊急性
はかつてないほど高まっている 58。 産業部門の排
出量の多い上位 77% の企業が 2050 年まで、また
はそれ以前のネットゼロの達成を誓約しているにも 
かかわらず、これらの野心的な目標を達成するため
に必要な戦略と行動を完全に説明している企業は
わずか 3% である 59。

排出量の多い上位数セクターが、スコープ 1 およ
び 2 の排出量の大部分を占めている。その他のす
べての企業にとっては、スコープ 3 排出量における
バリューチェーンに焦点を合わせる必要がある。こ
れらの排出源が、組織の総炭素排出量の大部分を
占めることが多いため、これは極めて重要である。
例えば、消費財では、排出量の最大 90% がスコー
プ 3 の排出源に起因している可能性がある。これに
は、原材料の採取などの上流活動や、製品の使用
や廃棄などの下流活動が含まれる 60。

過去数年間、持続可能性のライトハウスのほとん
どはスコープ 1 と 2 の排出に焦点を合わせ、施設、
資産、現場のプロセス最適化を通じて環境効率の

向上を目指してきた。さらに最近では、スコープ 3
の削減に向けた業界全体の取り組みを反映し、一部
のライトハウスでは、クローズドループの水や廃棄物
システムなど現場での循環プロセスから始め、より循
環型のアプローチを導入している。その上でサプラ
イヤーや顧客との協働など、テクノロジーの枠を超え
た取り組みを行い、バリューチェーン全体でクローズ
ドループを構築して循環型再利用を行うことで、ネッ
トゼロ目標達成に向けて前進しようとしている。

地域のサーキュラリティ管理による
拠点の排出量と資源消費量の削減 

IT/OT 統合アーキテクチャ、正確な炭素会計、リア
ルタイムのプロセス制御を組み合わせることで、ラ
イトハウスは、自社敷地内でループを閉じるため
の基盤を構築し、スコープ 1 および 2 の排出量を
削減することが可能になる。ナノ秒単位のリアルタ
イム制御が可能な統合施設と生産システムにより、 
従来は損失の主な原因となっていた熱とエネル
ギーの伝達を促進し、新しいリサイクル可能なパッ
ケージングの最適化を実現している。

 産業部門における 
排出量上位77%の
企業が、2050年まで、 
またはそれ以前の 
ネットゼロの達成を 
誓約している。 
しかし、この野心的な
目標の達成に必要な
戦略や行動を完全に
策定している企業は、
わずか3%である。

出典：世界経済フォーラム 57
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ライトハウスのバリューチェーン全体における持続可能性の推進要因 図  1 8

2024 年ライトハウスによる直線型ソリューションと循環型ソリューションの例

ソリューション
分野

例 ライトハウス 
企業

施設の最適化 単位生産量当たりの電力/水の消費量を 
削減、敷地全体のガス消費量を削減

-71% 
スコープ1・2 

排出量

プロセスの 
最適化

資源効率向上のためのプロセス再設計、 
プロセス収率/材料回収率の向上、 
スクラップの削減

-20% 
エネルギー消費量

資産の最適化 漏れを減らすための機器の修理または 
改修、耐用年数の延長 -58% 

スコープ3排出量

機器/車両の改修、より低炭素な代替品へ
の交換、スコープ1からスコープ2への変換 -31% 

スコープ3排出量

炭素回収 
 (CCUS1, DAC2)

原料への変換、長期保管
新規

グリーン 
エネルギー調達 
(LCFFES3)

低炭素燃料/再生可能燃料への転換、 
自家発電または送電網からの供給

+20% 
グリーンエネルギー 

利用率

設計および 
仕様最適化

低炭素原料への転換、高性能または軽量
素材の使用、リサイクル率の向上、分解 
およびリサイクル可能性の向上、耐久性 
の向上、価値提案の再考 

-72% 
コンクリートおよび

鉄鋼の量

持続可能な 
調達と購買

再生材料の調達によるバージン材料代替、
持続可能な二次梱包ソリューション、 
需要拡大のための共同調達 

-21% 
プラスチック 

消費量

サプライヤーの 
排出量管理

上流のスコープ3排出量報告に関する 
提携、サプライヤーの説明責任の明確化 -39% 

スコープ3排出量

計画とロジスティ
クスの最適化

予測精度を向上させて過剰生産を最小限
に抑制、輸送フローを合理化

-35% 
スコープ3排出量  

（輸送）

再製造部品 不良製品部品の分解と再組み立て -70% 
スコープ3排出量 

(原料から出荷まで)

クローズドループ
プロセス

現場でのリサイクル、および副産物、 
スクラップ、余剰熱、水の再利用 -47% 

一次材料消費量

循環型 
ビジネスモデル

サービスとしての製品／サブスクリプショ
ンモデル、販売製品の修理の推奨／提供、
製品引取／再生

-38% 
原材料消費量

クローズドループ
のシステムと 
ネットワーク

アルミニウム／鉄スクラップでリサイクル
業者と提携、リバースロジスティクス、 
プロセス廃棄物／スクラップの引き取り

+50% 
投入材料における 

リサイクル材 
含有率

直線型
作成 
取得 

ネットゼロ達成には、 
複数ソリューション 
の組み合わせが
必要

削減 
再利用 

リサイクル 
回収

循環型

スコープ 1 
所有または 

管理する 
排出源からの 

直接排出

スコープ 2 
購入した 

電気その他の 
エネルギー源か

ら生成される 
間接排出

スコープ 3 
企業の 

バリューチェーンで 
発生する 

その他すべての 
間接排出

1.  炭素回収、利用、貯蔵　2. 直接空気回収 　3. 低炭素燃料、原料、エネルギー源 

出典：グローバル・ライトハウス・ネットワーク。
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インドのジュビラントや中国の青島ビールなどのライトハウスは、統合施設や生産システムにより「真の」
リアルタイム制御を可能にし、廃棄物を削減し、熱やエネルギーの転換など資源の価値を最大限に引き
出すことで、環境効率の限界を押し広げ続けている。その結果、蒸気消費量を 20% 削減し、スコープ 2
の排水排出量を 100% 削減することに成功した 61。 一方、メキシコのシュナイダーエレクトリックは、自動
化と高度なプロセス制御の成熟した能力を基盤として、現場にクローズドループプロセスを展開している。
同社は、逆浸透膜を使用した水の再循環と処理タンクにおけるプロセスパラメーターを最適化することで、
水の消費量を半減 62。 また、インドのユニリーバなどの企業は、シミュレーション能力を積み重ね、デ
ジタルツインによって、持続可能なパッケージングデザインのための「初回から正しい」プロセスパラメー
ターを予測し、大量生産におけるリサイクル包材の使用を最適化している 63。

例 ジュビラント、青島ビール、シュナイダーエレクトリック、ユニリーバ

ライトハウスは、社内において確立されたモニタリ
ングおよび生産管理機能を現場でのクローズドルー
プに拡張し、環境への影響を低減している。しかし、
ネットゼロ達成にはまだ長い道のりが残されており、
バリューチェーン全体にわたる新たなタイプのイノ
ベーションが求められている。 

透明性と協働によるバリューチェーンの 
カーボンフットプリント削減

現在、ライトハウスは、特にスコープ 3 の排出量削
減を目的とした、環境に配慮した製品設計のため
のツールキットをアップグレードし、製品のライフ
サイクルにおけるフットプリントの高度なモデルを
導入している。中国の美的は、洗濯機の効率を最
適化するために、AI を活用した炭素ライフサイクル
配分分析を設計シミュレーションプラットフォームに
統合し、製品構造を簡素化し、代替材料の削減ま
たは特定を行う。これにより、購入品および材料に
よるスコープ 3 排出量を 28% 削減し、販売製品の
使用による排出量を 33% 削減した 64。

企業の二酸化炭素排出量の 50% 以上がサプライ
チェーンに起因している 65 ことを踏まえ、リサイク
ル素材の使用量を増やすためには、サプライヤー
や最終顧客との新たなパートナーシップを通じて、
安定性とレジリエンスに優れた資源循環ループを確
立する必要がある。例えば、中国のフォックスコン・
インダストリアル・インターネットは、金属合金の
バリューチェーンにおける顧客やサプライヤーと協
力し、機械加工サプライヤーが生産するスクラップ
のロットレベルでの可視性を確保するライフサイク
ル追跡システムを導入した。このデータは、フォッ
クスコン・インダストリアル・インターネットが使用
するプロセスパラメーターに反映され、スクラップ
含有量を最大限に活用し、安定した品質を維持す
る。このことは、金属合金では特に困難である。全
体として、この施設ではスコープ 3 の排出量を 39%
削減し、現在では投入材料の 50% 以上をリサイク
ル材料に置き換えている 66。
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フォックスコン・インダストリアル・インターネット：スコープ3排出量削減に向けたクローズドループの構築図  1 9

フォックスコン・インダストリアル・インターネットの金属合金生産におけるクローズドループ

採掘と精錬
‒ ボーキサイトからアルミナを生成
‒ 炭素排出量の最大の割合を占める

1

インゴットは
変換計算の
ベースラインと
なる

機械加工
（荒削り）

圧延

鋳造製錬

採掘電解精錬

鍛造

インゴット

洗浄・
選別リサイクル チップ

スクラップ

射出成形 機械加工
（仕上げ）

陽極酸化 最終製品

最終製品となる
アルミニウムは
わずか4%

46%が金属チップと
して成形される

アルミニウムの組成
‒ アルミナを任意の形状のアルミニウムに

変換
‒ 最大75%のリサイクル材料を使用

2 3

筐体の製造（フォックスコン・インダストリアル・インターネット）
‒ すべての工程でスクラップとチップを収集、処理
‒ 再生アルミニウムの不均一性による品質上の課題を軽減
‒ ロットレベルでのリサイクルと転換率に基づき、製品カーボンフットプリント（PCF）

を追跡

クローズドループの構築によるインパクト

一次アルミニウム
16.38 tCO2e/t

リサイクルアルミニウム
1.83 tCO2e/t

vs

89%

 

出典：フォックスコン・インダストリアル・インターネット。
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結論
AI やその他のテクノロジーを通じて、包摂性の高い 
持続可能なパフォーマンスを実現するには、 
ライトハウスが示す例を手本として、何百万もの 
ファスト・フォロワーが、その工場とバリューチェーンを 
変革する必要がある。

グローバル・ライトハウス・ネットワークは、生
産の未来に対する革新的なビジョンから始まった。
189 のライトハウスが誕生した今、高度なデジタル
テクノロジーが、人々と地球に焦点を当てた全体的
な業務思考と結びついたときに、生産性、安定性、
持続可能性に目覚ましい影響をもたらすことが可能
であるという明白な証拠がある。ライトハウスは、
試行段階の停滞を超えて投資収益率を 2 倍、3 倍
にするツールを生み出し、わずか 10 ～ 20 カ月で
変革を実現している 67。

ライトハウスが革新を続ける中、第四次産業革命
の次の課題は、ファスト・フォロワーの強化である。
ファスト・フォロワーとは、リーダーたちに迅速か
つ効率的、効果的に追いつく必要がある何百万も
の生産拠点である。こうしたフォロワーは、より持
続可能で包摂性が高く、効率的な産業を推進する
ために不可欠である。これは、GLN の中心的な使
命である。

 

この使命はこれまで以上に重要である。なぜなら、
大企業も中小企業も、AI やその他のテクノロジー
を活用して、持続可能かつ包摂性の高いパフォー
マンスを実現できていないからだ。業界全体がリー
ダー企業とともに前進しなければならない。生産の
グローバルな変革には、数百ではなく、数百万の
生産拠点のインスピレーションと参加が必要となる。

そして、革命から進化が生まれる。グローバル・ラ
イトハウス・ネットワークは、業界変革における次
の輝かしい先駆者となるであろうファスト・フォロ
ワーの台頭を心待ちにしている。生産エコシステム
に属する世界中の企業は、規模や業種、業界、地
域を問わず、データや AI を活用してより包摂性と
レジリエンスが高く、持続可能な未来を実現する方
法について、現在のライトハウスや将来のファスト・
フォロワーから教訓やインスピレーションを得るこ
とができる。世界経済フォーラムのプラットフォー
ム、アドバイザー、パートナーの支援を受け、これ
らの企業は今後の進路を切り開いていくことができ
るだろう。
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付録：ライトハウスの 
変革ストーリー、 
ソリューション、インパクト

工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

アストラゼネカ
スウェーデン、 
セーデルテリエ

生産能力の向上と新製品発売の加速化を図
るため、機械学習や最適化アルゴリズムを
含む 50 以上の第四次産業革命（4IR）ソ
リューションを導入。これらの取り組みと
3,000 人の従業員のアップスキリングによ
り、労働生産性は 56% 増加し、新製品の
開発リードタイムは 67% 短縮された。

機械学習（ML）型需要予測
エンジン  23% 在庫レベル

バッチスケジューリングと 
生産計画の数学的最適化  26% 生産性

新製品の開発と発売のため
の高度なプロセス制御  98% 隙間のない製造サイク

ルタイム

プロセスデジタルツインで
バッチ製造を最適化  17% バッチ製造サイクル

タイム

臨床試験フェーズにある 
新製品の導入予測  39% 過剰生産率

アストラゼネカ
中華人民共和国、無錫

中国国内での値下げと需要の変動に対応
するため、AI やアルゴリズムを含む 34 の
4IR ユースケースを導入し、製造の同期化
と効率化を強化。この工場では、生産高を
55% 増加させ、 製造リードタイムを 44%
削減し、規格外バッチを 80% 削減し、労
働生産性を 54% 向上させた。 

バッチ優先順位の最適化
を活用した工場フローの
同期化

 48% プロセスのリードタ
イム

IoT によるエンドツーエンド
の無接触材料フローと 
トレーサビリティ

 99% 材料調合リードタイム

ディープラーニングによる 
高速コンピュータービジョン
による工程内品質管理

 99.4% 手直し作業時間

IoT ベースの「スマート・アン
ドン」による人員と設備の 
稼働率向上

 31% 計画外ダウンタイム

MLを活用した予測エンジン
と在庫管理体制  42% 原材料の在庫日数

ベコ
トルコ、アンカラ

この食器洗浄機工場では、高品質な食器洗
浄機の需要の高まりに応えるため、35 以上
の社内ソリューションをIoTプラットフォーム

「FLOW」に統合し、4IR への変革を実施。
これにより、市場投入までの時間が 46% 削
減され、現場での故障率が 29.2% 低下し、
コンバージョンコストが 26.1% 減少。さら
に、1,000 人以上の従業員が 4IR テクノロ
ジーに関するアップスキリング（技能向上）
を果たした。

MLを活用したスマート金属
シート成形  12.5% 材料コスト

高度な洗浄サイクル設計  50% 市場投入までの時間

AIを活用したクリンチング
プロセス  66% 不良率

エンドツーエンドの自律型
物流システム  5% 変換コスト

高度なプラスチック射出成
形のためのサプライヤーと
のコラボレーション

 98.5% 不良率

工場のライトハウス
第12期
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工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

コカ・コーラ  
カンパニー
シンガポール、 
トゥアス

生産量の増加と製品ポートフォリオの複雑
化に直面したこの工場では、機械学習を活
用した需要予測、ロボット工学、高度なス
ケジューリングアルゴリズムを導入。これに
より、処理能力は 28% 向上し、労働生産
性は 70% 向上、欠品は 80% 削減、時間通
りの配送は 31% 改善する一方、スコープ 2
排出量は 34% 削減された。

機械学習による需要予測と
統合デジタルツール  47% 3カ月間の需要予測

精度

生産スケジューリングのた
めの高度なアルゴリズム  28% スループット

複雑な対象物のピッキング
と配置を実現する機械学習
型ビジョンシステム

 76% 労働生産性

材料処理の最適化に向けた
AGVシミュレーションツール  92% AGVのスループット

認知型メンテナンスAIアド
バイザー  21% メンテナンスの生産性

コンチネンタル・ 
オートモーティブ
チェコ共和国、 
ブランディス・ナド・
ラベム

ブランディスにある同社最大の電子機器工
場では、需要と変化する消費者嗜好に対応
するために工程を見直した。30 以上のデジ
タルソリューションを導入したことで、従業
員の満足度を高めると同時に、35% の効率
向上、15% のスペース利用の改善、およ
び現場での事故の 10% 削減を達成。今後
は「デジタル・メガ・ファクトリー」として
ハイテク生産の新たな基準を打ち立てるこ
とを目指している。

デジタルツインを活用した
仮想試運転  75% 設備の稼働時間

デジタルシミュレーション – 
レイアウトの最適化  35% スループット

インテリジェントな仕分け 
機能を備えた無人倉庫  37% 倉庫スペース

E2Eの生産データによる新
製品の故障シミュレーション  49% スクラップコスト

ブランドに依存しないAMR
管理プラットフォーム  33% AMRの生産性

ロシュ
スイス、バーゼル

2030 年までに 20 種類の画期的な新薬を
発売するという同社の目標の要となるバー
ゼル医薬品原薬工場では、化学合成され
た低分子化合物を含む幅広い治療薬を製造
している。効率を高めるため、デジタルお
よび AI ソリューションを導入し、収率のば
らつきを 60% 削減、技術移転にかかる時
間を半減、スコープ 1 および 2 の排出量を
31% 削減し、同社のグローバルネットワー
クにおける重要な役割を強化した。

製品健全性の予測モデリング
（エンドツーエンド）  10% バッチ当たりの収率

AI主導の品質分析ポータル  40% 繰り返し発生する逸脱

拡張オペレーターのための
人間中心のノーコード・イノ
ベーション・ハブ

 39% 人為ミスに関連する
逸脱

インテリジェントなオーサリ
ング：デジタルネイティブな
レポート作成

 27% 保健当局への報告書
提出

自律的なレシピ管理  50% 技術移転期間

フォックスコン・ 
インダストリアル・ 
インターネット
ベトナム、バクザン

サプライチェーンのレジリエンス強化に向
けたグローバルな事業拡大の中で、輸入材
料への過度な依存や現地人材の育成機会
といった初期の課題を克服。高度な計画や
AI 主導の自動化など、40 以上の 4IR ユー
スケースを導入したことで、労働生産性を
190% 向上させ、99.5% の納期遵守率を達
成し、製造コストを 45% 削減した。

AIによる注文予測と 
サプライチェーン計画  8.3p.p. OTIF（On-time-in-full）

配送

柔軟かつ迅速なピッキング
と配置のためのビジョン型
慣性位置測位

 113% 時間当たりユニット数

360° AI ビジョンによる 
リアルタイムの現場コンプ
ライアンス管理

 88% 間接労働（コンプライ
アンス）

ARを活用した多言語遠隔 
ガイダンス  80% 平均修理時間（MTTR）

LLM による機械故障ログ 
分析と異常処理  90% 計画外ダウンタイム
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工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

GEヘルスケア
中華人民共和国、北京

160 カ国に製品を提供するこの工場では、
26 の生産ラインに 45 のデジタルソリュー
ションを導入することで、複雑な製造と品
質に関する要求に対応。欠陥検出に AI を
導入し、ディープラーニングを行うことで、
サイクルタイムを 66% 削減、スクラップを
66% 削減し、顧客からのクレームを 73%
削減した。

クラウドベースのリアルタイム 
生産スケジューリング  40% オンタイム出荷（突発

的な需要に対応）

クローズドループ型自動 
現地試験ライン  66% 生産サイクルタイム

ディープラーニングによる
ユニットの仕分けとシーケ
ンシング

 70% 試験サイクルタイム

AIによるCT原材料の早期欠
陥検出  66% ユニット当たりのスク

ラップ

AIベースのビジョンシステム
による検査  73% 顧客からのクレーム

ジュビラント・イングレ
ビア・リミテッド
インド、バルーチ

特殊化学製品のグローバルな既存製造拠点
に 4IR テクノロジーを導入し、2,000 人以上
の従業員にリスキリングを実施。AI、機械
学習、IoT ベースのデジタルツイン、予測
プラットフォームを活用した 30 以上の統合
ユースケースを通じて、全体的なプロセス
のばらつきを 60% 削減し、生産量をほぼ
倍増させた。

MLを活用した原材料価格 
予測モデル  4.6% 材料コスト

AI/MLによる収率の最適化  1.3% 収率

高度な分析により原子炉の
最適化を実現  2% OEE（稼働率）

高度な分析により蒸気消費
量の最適化を実現  20% スコープ1排出量

重要機器の 
予測メンテナンス  85% 計画外メンテナンス

時間

蒙牛乳業
中華人民共和国、寧夏

より新鮮で栄養価の高い乳製品の需要の高
まりに応えるため、インテリジェントな意思
決定からフレキシブルな自動化まで、30 以
上の先進的な 4IR ユースケースを導入。牛
乳の加工、パッケージング、検査をカバー
するこうした取り組みにより、納品リードタ
イムが 55% 削減され、品質不良が 60% 減
少し、運用コストが 32% 削減され、効率と
製品品質の両方が大幅に向上した。

AIによる生乳供給の最適化  67% 生乳の回転率

AIによるプロセス監視、 
最適化、制御  42% 生乳の廃棄

ワンストップのスマートラボ  30% 試験のリードタイム

e-SPCに基づくパッケージ 
数量の正確な制御  67% パッケージ数量の変動

ビッグデータモデルによる
パッケージ完全性の監視  88% パッケージ完全性検査

の頻度

ハイセンス日立
中華人民共和国、青島

グローバル市場の需要に応えるために 40
以上の 4IR ユースケースを導入し、製品開
発のスピードを 37% 向上させ、労働生産性 
を 49% 高め、製造コストを 35% 削減した。

統合シミュレーションによる
製品開発の加速  37% 製品開発サイクル

コンピュータービジョンに 
よる高精度かつ柔軟な 
自動化

 49% スループット

AIによる統合サプライ 
チェーン計画  38% 予測エラー

生成AIを活用した現場と 
業務のパフォーマンス管理  33% 設備による生産損失

ゲーミフィケーションを 
活用したトレーニングとMR 

（複合現実）シミュレーション
によるスキル開発

 43% トレーニングサイクル

グローバル・ライトハウス・ネットワーク：デジタルトランスフォーメーションのインパクトとスケールアップを推進するマインドセットの変化 37



工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

三門核電
中華人民共和国、台州

事故ゼロを掲げて AI やロボット工学を含む
40 以上の 4IR ケースを導入し、運転の安
全性を向上させた。これらの取り組みによ
り、安全事故率は 0% に維持され、設備利
用率は 1.5% 増加。また、主要なオーバー
ホール期間は 46% 短縮され、労働生産性
は 18% 向上した。

AIによる原子力重要機器の
信頼性管理  50% トラブルシューティング 

の総時間

原子炉出力の高度な分析と
最適化  70.18% フルパワーまでの時間

AIロボットを活用した 
高リスク領域の検査  60% 検査時間

単位操作リスクの高度な 
分析と管理  55% 通常運転中の 

安全システムテスト

原子力発電所職員向けの 
ディープシミュレーションに
よるトレーニング

 1.46% 単位の平均容量係数

三一重能
中華人民共和国、韶山

大型風力タービンブレードの製造と輸送に
おける様々な課題に直面する中で、AI や 
インテリジェントオートメーション（IA）を
含む 29 の 4IR ユースケースを展開。その
結 果、 欠 陥 が 20% 削 減され、 生 産 性 が
33% 向上し、納期が 34% 短縮され、クリー
ンエネルギーに対するデジタルテクノロジー
の変革のインパクトがもたらされた。

スマートなリアルタイム品質
管理プラットフォーム  19.9% 単位面積当たりの 

品質欠陥

UWBとAI分析に基づく作業
員のタスク最適化  31.9% 労働生産性

革新的な柔軟なブレード
研磨  73.8% 研磨のリードタイム

ブレード配送のための 
デジタルコントロールタワー  28.6% 輸送中のブレード損

傷率

AI ベースのブレード運用 
障害予測と根本原因分析  50% 現場での故障率

シュナイダーエレクト
リック
メキシコ、モンテレー

複雑な製品に対する需要の高まりに応える
ため、機械学習による予測や自律型ロボッ
トなどのデジタル技術を統合。これらの強
化策により、持続的な年間成長と欠陥の
20% 削減、水消費量の 30% 削減を実現した。

MLを活用したの予測とサプ
ライヤー統合  49.6% 顧客のリードタイム

資材運搬のための自動搬送
車とドローン  115% サイクルカウントの

効率化

検査と品質の堅牢性を実現
するディープラーニング 
ビジョンシステム

 70% 手動検査の管理

プロセス水管理のための 
接続施設  54% 水の消費量

AIによる地域リスクの監視、
分析、および警告システム  77% 盗難事件

シーメンス
ドイツ、エアランゲン

中規模で多品種生産をリードする「グリー
ン・リーン・デジタル」戦略を展開。100
以上の AI アルゴリズムとデジタルツインの
広範な活用により、柔軟性とモジュール性
に優れた IT アーキテクチャを構築した。こ
こでは、労働生産性を 69% 向上させ、市
場投入までの時間を 40% 短縮し、エネル
ギー使用量を 42% 削減した。

AIを活用したクローズド 
ループ型電気試験  51% 偽陽性率

グリーンフィールド半導体製
造業務向けのE2E先進分析
プラットフォーム

 19% 19% 生産収率

製品デジタルツインによる
視覚検査/知覚ベースの 
ロボティクス向けAIモデルの
トレーニング

 50% 現場での故障率

AIによる自動化された 
出荷物流  5x

影響を受ける物流 
エリアにおける労働
生産性

スペアパーツのための3Dプ
リント・ネットワーク・プラッ
トフォーム

 80% スペアパーツのリード
タイム
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工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

大原重工軌道交通設
備有限公司（TZ）
中華人民共和国、太原

高速鉄道の厳しい安全基準と品質基準を満
たすために、40 以上の 4IR ユースケース
を実施し、AI と柔軟な自動化を活用。品質
と生産性を向上させた。その結果、欠陥率
は 33% 減少し、単位コストは 29% 減少し、
スループットは 33% 増加した。

AI による材料組成の推奨  66% 不良率

マルチモーダル AI による 
リアルタイム鍛造品質予測
と制御

 41% スクラップ率

デジタルツインによる炉と 
ビレットの温度制御  35% 温度差

高速 CNC プログラミングと
プロセスパラメーター設計  26% サイクルタイム

インテリジェントな予測メン
テナンスおよび修理ソリュー
ション

 28% 機器の故障率

鄭州石炭採掘機械
中華人民共和国、鄭州

完全カスタマイズ可能な油圧サポートとよ
り迅速な納品への需要に応えるため、IoT、
機械学習、適応型オートメーションを含む
48 の 4IR ユースケースを導入した。このイ
ノベーションにより、高い柔軟性と効率性
を備えたスマート工場へと変貌を遂げ、リー
ドタイムを 66% 削減し、労働者一人当た
りの生産量を 205% 増加させ、 不良率を
73% 削減した。

ニューラルネットワークに 
より、ワンクリックでカスタ
マイズされた製品選択が 
可能に

 30% 研究開発要員（FTE）

3D 点群登録により適応型開
先切断が可能に  90% 不良率（開先切断）

高度な分析を活用した大規
模なロジスティクスの配送
手配や業務実行

 72% 仕掛品在庫コスト 

不規則な形状の大型部品の
柔軟なローディングと溶接  30% 総合設備効率（OEE）

プロセスレベルの自動原価
計算に基づく損失の捕捉と
クローズドループ構築

 64% 生産トン当たり 
人件費

第13期

工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

アジレント・テクノロ
ジー
中華人民共和国、上海

ラボの生産性向上に対する顧客のニーズの
高まりに応えるため、この工場では、1 台
の機器でより多くのアプリケーションを実行
するという 4IR テクノロジーを活用し、製品
カスタマイズとリードタイムの課題を克服
した。デジタルとエンジニアリングの専門
知識を融合することで、この拠点では、カ
スタマイズされた費用対効果の高い AI ソ
リューションの社内開発に重点を置いた 50
のユースケースを導入。エンジニアリング
のノウハウをデジタル化したことで、設計
から生産までのサイクル全体にわたって適
応性、精度、スピードが向上し、生産性が
56%、リードタイムが 31% 改善し、納品に
対する顧客満足度は 96% を超えた。

AIによる高度なカスタマイズ
設計支援  75% カスタマイズ注文 

設計サイクル

AIによる受注生産（MTO）の
計画インテリジェンス  31% 受注から出荷までの 

リードタイム

生成AIを活用した 
バーチャルエンジニアに 
よる生産性の向上

 68%
ラインチケットを 
クローズするまでの
時間

カスタマイズ製品向けの 
低コスト自動化ツールキット  56% 労働生産性 

AIによるヘリウムガス削減  82% ヘリウムガス消費量 
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北京首鋼冷延薄板
中華人民共和国、北京

高級自動車製造における品質基準の厳格
化と SKU（在庫管理単位）の多様化という
課題に対応するため、この工場では 67 の
4IR ユースケースを展開し、そのうち 61%
で AI が活用された。これにより、エンドツー
エンドのプロセス精度が向上し、顧客の品
質に関する課題が解決され、品質と処理能
力の主な制約が排除された。その結果、高
級品の売上は 36% 増加し、顧客からの苦
情は 55% 減少、製品の欠陥は 35% 減少、
生産ラインの効率は 21.2% 向上した。

顧客向けスタンピング品質 
改善のためのナレッジグラ
フ対応AIエキスパートシス
テム

 248% 顧客向けスタンピング
部品の数

MLを活用したプロセス設定
最適化  35.1% 製品不良率

AIニューラルネットワーク
による亜鉛メッキ工程のリ
アルタイム・クローズドルー
プ制御

 46.4% 厚み不良率

高度な分析に基づく生産ラ
インの効率改善  18.7% 総合設備効率（OEE）

高度なアルゴリズムに基づ
くインテリジェントな生産計
画およびスケジューリング

 24.4% 生産ラインの稼働率 

CEAT
インド、 
スリペルンブドゥール

グローバルな事業拡大をサポートするため
に、3 倍 の SKU を管 理し、より迅 速 な 注
文処理を実現する必要があった。また、新
製品の発売を 2 倍のスピードで実施し、組
み立て工程の生産性を向上させる必要が
あった。これを達成するために、CEAT は、
ターンアラウンドタイムの短縮のためのオ
ペレーションズリサーチモデル、予測制御
のための高度な分析、ML ベースの設計な
ど、30 以上のデジタルソリューションを導
入した。これらのソリューションにより、労
働生産性が 25% 向上し、出荷までの所要
時間が 54% 短縮され、製品の立ち上げが
30% 加速し、スコープ 1 および 2 の排出量
が 47% 削減された。

詳細分析により制御された
サイクルタイム（CT）最適化（
バッチ混合用）

 18% サイクルタイム

MLベースのダイ設計による
立ち上げ時間の改善  78% 新製品の立ち上げ

時間

輸出コンテナ計画の最適化
とTAT2削減のためのオペ
レーションズリサーチ（OR）
モデル

 288% 出荷処理能力 

分析主導のオペレーターの
パフォーマンスモニタリング
とスキル強化をVRトレーニ
ングシステムにリンク

 29% 労働生産性

ビジョンシステム主導のゼ
ロタッチ自動化システムに
よる出荷

 57% トラックのターンアラ
ウンド時間

CITICダイカスタル
モロッコ、 
アムール・セフリア

「軽量化」のトレンドが自動車業界を再形成
しつつあり、環境への影響を最小限に抑え
ながら高品質な自動車部品をめぐる熾烈な
競争が繰り広げられている。これを受けて、
同社は、高精度かつ柔軟な生産と材料の効
率的な利用を実現するために、40 以上の
デジタルユースケースを導入した。この工
場では、鋳造と機械加工のための高度なア
ルゴリズム、AI で生成されたコンテンツ強
化型の視覚検査システム、そして炉内の天
然ガスの品質変動を管理するプロセス制御

（これは現地の課題であった）を導入した。
これにより、総合設備効率は 17% 向上し、
労働生産性は 27% 増加、欠陥は 31.1% 削
減、スコープ 1 および 2 の排出量は 53%
削減された。

インテリジェントな鋳造の
ためのマルチタスクMLアル
ゴリズム

 19.6% 不良率

製品重量の精密制御のため
の高度なセンサーとディープ
ラーニングアルゴリズム

 40.1% 重量精度 ± % 許容値 

複雑な部品に対応する AIGC 
強化型産業用検査ロボット  98.1% 重大な欠陥の発生率

知識グラフによる金型の予
測メンテナンスにより、ライ
フサイクルのパフォーマン
スが向上

 5.7% 金型の OEE

炭素削減のための可変エネ
ルギー源を管理する、炉にお
ける高度なプロセス制御

 37.1% 天然ガス消費量
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フォーシャン・ハイティ
エン・フレーバリング・
アンド・フード（仏山市
海天調味食品）
中華人民共和国、仏山

コスト優位性を維持し、安定した風味の醤
油を生産するため、デジタルトランスフォー
メーションを実施し、多様な製品に対する
消費者需要の高まりに対応すると同時に、
複雑化する注文を管理している。この工場
では、業務を最適化するために 50 以上の
デジタルユースケースを展開。そのほぼ半
分が AI によって実現されている。SKU が
54% 増加し、小ロット注文が 64% 増加し
たにもかかわらず、これらの取り組みにより、
原材料の無駄が 33.6% 削減され、製品の
欠陥率が 39.1% 削減され、注文のリードタ
イムが 38.7% 短縮された。 

MLを活用した原材料収率
の最適化  23.2% 原材料の無駄 

スマートノーズによる醤油の
香りにおける品質の改善  25.3% センサー不良率

近赤外分光法によるデジタ
ル工程品質保証  95.9% 平均切り替え時間

ニューラルネットワークに基
づくクローズドループ調整に
よる正確な充填

 49.4% 容量偏差

遺伝的アルゴリズムによる
APSによる多品種少量生産
の実現

 38.7% 注文のリードタイム

貴州タイヤ
中華人民共和国、貴陽

厳格な設計、検証、信頼性基準が求められ
る高負荷作業向けの高度にカスタマイズさ
れた注文（全注文の 60% 以上）に対応す
るという課題に直面していた。そこで、製
品設計を迅速化し、一貫した安定した出力
を確保するために、製造のアジリティと生
産性を向上させる 40 以上の 4IR ソリュー
ションを導入。AI 対応設計、高度なデータ
分析、柔軟な自動化などを含むこれらのソ
リューションにより、欠陥率を 57% 削減し、
労働生産性を 68% 向上させ、在庫レベル
を 34% 削減した。

AIによる性能シミュレーショ
ンと配合の推奨  66% カスタマイズ製品設計

サイクル

ワンクリックの押出変更およ
びパラメーター調整  11% 総合設備効率（OEE）

ビジョンベースのタイヤ用高
解像度X線検査  99% 不良品検査漏れ

LLMによるメンテナンスと品
質管理のためのデジタルア
シスタント

 35% 不良率

AIによる需要予測とS&OP
の調整  33% 予測精度 

アラムコ
サウジアラビア、北ガ
ワール

北ガワール油田複合体の歴史は、1938 年
のサウジアラビアの石油生産開始に始まり、
現在では 12,500km2 に広がる資産を管理し
ている。需要の高まりに対応し、運用コス
トと排出量を削減するために、同社は 4IR
戦略を開始した。同社は、高度な分析、AI 
によるデジタルツイン、 専用の大規模言
語モデル（LLM）を使用した生成 AI など  
65 以上のソリューションを活用し、石油生
産インテリジェンスのパイオニアとなると同
時に、既存の資産の信頼性を高め、若い
人材のスキルアップを図った。その結果、
石 油 生 産 量 は 8.44% 増 加し、 石 油 換 算 
1 バレル当たりのスコープ 1 および 2 の排
出量は 8.21% 減少した。

拠点で処方的分析を行い、
自律的な油井操作を行って
石油生産量の最大化と人員
の最適化を実施

 8.44% スループット

MLベースの電力最適化を行
い、複数の施設での生産を
スケジュールするデジタルツ
イン統合プランナー 

 17.8% エネルギー強度

GHG排出量のネットゼロに
向けた、MLベースのフレア
防止モデルによるプロセス
異常の最小化

 35% フレアの原因となる 
プロセス異常

LLM機能を備えたAIベース
の資産故障予測により、資
産寿命を延長し、復旧を迅
速化する

 77% 総合設備効率（OEE）

生成AI による施設オペレー
ター・コパイロットが操作者
を支援し、採掘量を確保

 75% トレーニングコスト
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UMC
中国、台湾、台南

急速に変化するチップ市場で収益性を高め
るため、より価値が高く、しかしプロセスの
複雑な特殊半導体の生産に重点を置いてい
る。同社最大の生産・研究開発拠点である
台南工場では、アジャイル戦略を採用し、
48 以上の 4IR ユースケースを展開。これに
は、設計キットの納期を 57% 短縮する機械
学習モデルや、歩留まり率を 97% に引き
上げる AI 欠陥分析システムなどがある。こ
れにより、専門製品比率が 13% から 53%
に上昇し、顧客エンゲージメントが向上し、
粗利益率が 75% 増加した。

ML主導の製品設計キット
作成  57.1% 専門設計キットの 

納品にかかる時間

インテリジェンス統合フォト
マスク製造プラットフォーム  52.7% フォトマスクの 

製造リードタイム

自動MLによる 
自動化サイクルタイム短縮  87%

ボトルネックツールに
おける特殊製品の 
サイクルタイム

インテリジェントな 
欠陥根本原因分析システム  23% 特殊製品の収率

インテリジェンスに基づく 
輸送システム  47% マン・マシン比 

ヴァレオ・インテリア・
コントロールズ
中華人民共和国、 
深セン

自律走行市場でのリーダーシップを維持し、
製品の品質、柔軟な生産、最適なコストを
確保するため、同社の深セン工場では、AI
を活用したソリューションや生成 AI 対応の
トラブルシューティング、完全自動の「無人」
ワークショップなど、14 の先進アルゴリズ
ムを含む 42 の第四次産業革命ユースケー
スを導入した。これらのイノベーションに
より、完成品の不良率を 45.9% 削減、リー
ドタイムを 34.5% 短縮、 生産性を 60.2%
向上、単位エネルギー消費量を 27.1% 削
減し、高品質かつコスト効率の高い生産が 
実現した。

AIによる品質自己管理を実
現した無人工場  86.2% 不良率 

AIによるクローズドループ型 
AOXI（光学およびX線） 
品質保証

 93.0% 出荷後の故障率 

多属性分析による切り替え
の最適化  52.6% リードタイム

AIによる故障トラブルシュー
ティング管理  9.2% 総合設備効率（OEE）

AIによる冷却システムの 
動的最適化  26.1% 冷却装置の 

エネルギー消費量
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ハイアール 

中華人民共和国、青島

世界的な需要増大に対応し、研究開発、配
送、アフターサービスにおける遅延に対処
するために、ビッグデータ、高度なアルゴ
リズム、生成型 AI を活用してバリューチェー
ン全体を最適化。グローバル市場に製品の
90% を供給するこの工場では、設計サイク
ル時間を 49% 削減し、注文の納品時間を
19% 短縮し、海外での故障率を 28% 低下
させることができた。

性能予測モデルに基づく 
冷却システム設計の最適化  49% 冷却システム設計 

サイクル

高度なアルゴリズムによる
海外注文の動的スケジュー
リング

 19% 海外注文の配送 
サイクル

真空レベル予測モデルに
基づく真空掃除の標準の自
己調整

 25% 製品や廃棄物の 
排出効率

グローバルクラウドラボに
おけるML活用型エキスパー
トシステム

 75% 品質欠陥診断 
サイクル

AI対応の海外エアコンの 
予測診断と修理アドバイス  33% 平均修理時間（MTTR）

シュナイダーエレクトリ
ック

中華人民共和国、上海

グローバル受注が急増し、新エネルギー市
場からの SKU が 4 倍に増加したため、自
動化率を 20% 向上させ、ML 対応プロトタ
イピング、スマートプランニング、生成 AI
駆動型メンテナンスなどの先進技術を統合
して対応。こうした取り組みにより、市場投
入までの時間が 63% 短縮され、受注生産
のリードタイムが 67% 削減。また、労働生
産性が 82% 向上した。

ML対応のデジタル・プロト 
タイピング  67% 検証のリードタイム

エンドツーエンド・サプライ
チェーンのインテリジェント・
プランニングと 
スケジューリング

 8% 2回目のオンタイム・ 
デリバリー 

高度なアナリティクスによる
サプライヤーの品質コネク
ティビティの強化

 84% 不良率

デジタルツインによる 
モジュール式自動生産 
ライン

 64% 大量生産までの 
リードタイム

生成AIを使用した 
強化型メンテナンス  33% 平均修理時間（MTTR）

エンドツーエンド（E2E）バリューチェーンのライトハウス

第12期
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工場 変革ストーリー トップ5のユースケース インパクト

アジレント・ 
テクノロジー
マレーシア、ペナン

需要の高まり、材料価格の変動、急速に拡
大するポートフォリオ（2018 年以降、4 件
の M&A と 2,500 点 の 新 規 SKU など） に
直面したこの工場は、多品種少量生産の
製造プロセスを強化するためにデジタルト
ランスフォーメーションを採用した。サプ
ライチェーンにおける AI、3D プリンティン
グ、ゼロコード・ワークフローなど 40 以
上のソリューションを導入した同工場では、
生産性が 40% 向上し、製造コストが 32%
削減、納期リードタイムが 48% 短縮され
た。「Everyone-Can-Digital」イニシアチブ
により、従業員の 88% がスキルアップし、 
4 年連続で「働きがいのある会社」に選出。
離職率は業界平均の 9.4% に対して 3.5%
まで減少した。

最適な適応型 ML 需要予測
システム  49% 3カ月間の予測精度

AI を活用した調達シミュ
レーションプラットフォーム  26% 材料コスト

高度なアルゴリズムによる
予測的在庫補充  55% 繰延収益

AI ビジョンシステム搭載の 
積層造形（AM）生産システ
ム

 75% 3Dプリントによる製造
リードタイム

現場自動化のためのゼロ
コード・ワークフロー・ 
マネージャー

 26% 生産サイクルタイム

エミレーツ・ 
グローバル・ 
アルミニウム（EGA）
アラブ首長国連邦、 
アル・タウィーラ

原材料費や輸送費の変動が激しい業界に
あって、世界最大級のアルミニウム製錬所
を運営する EGA は、コスト競争力、俊敏性、
柔軟性をさらに高めるために第四次産業革
命ソリューションを利用した変革に着手し
た。3 年間にわたって、この施設では 80 以
上のユースケースを導入し、従業員の 20%
以上を再教育し、伝統的で労働集約的な産
業に高度な AI を導入。ディープラーニング
のコンピュータービジョンと LLM を使用し
て最前線の業務を最適化し、業務停止時間
を 50%、非生産時間を 18% 削減し、設備
全体の有効性を 12% 向上させた。

ディープラーニングによる
ビデオ監視で標準作業手
順（SOP）の遵守を監視し、
オペレーターにリアルタイム
で警告を送信

 90% 標準作業手順（SOP）
の遵守

オペレーターに根本原因を
説明する、生成 AI を活用し
た AI 機器故障予測

 22% セル故障の平均修理
時間（MTTR）

ディープラーニングによる 
電極品質のオンライン検査  97p.p. 目視検査率

入庫および出庫のワンクリック 
最適化  51% 留置料コスト 

生成 AI によるカテゴリー 
管理で交渉を促進  19% 公示市場価格に 

対する節約

ユニリーバ
インド、ティンスキア

同工場はリソースが限られた遠隔地で事業
を展開しているが、より短い生産サイクル
とより幅広い製品ラインナップによる「即
時配送型 e コマース」の急増に対応するた
め、50 以上のデジタルユースケースを導入。
ML 主導のプランニング、AI による切り替え、
グリーンデジタルツインにより、エンドツー
エンドのサプライチェーンのアジリティを向
上させた。これにより、計画の凍結期間を
14 日から 1 日に短縮し、独自の SKU を 3
倍に増やし、持続可能なパッケージングの
試験時間を 84% 削減することができた。さ
らに、同工場は、訓練機関「インダストリ
アル・トレーニング・インスティテュート」
やデジタル点字ラボを通じたデジタルスキ
ルの育成によって、地域社会の発展を支援
し、デジタルトランスフォーメーションと同
時に社会的なインパクトをもたらしている。 

AI を活用した迅速なワンク
リック切り替えとプレミアム
パックの安定化

 85% 平均切り替え時間

持続可能なパッケージ製品
の発売を加速するグリーン
デジタルツイン

 84% 安定化試験期間

労働生産性向上に向けた 
AI によるスマートな人員 
配置

 3.9X 労働生産性

生成 AI を活用した消費者 
中心の統計的プロセス管理  2.3X 市場シェア成長

即時配送の e コマースを 
実現する、AI による統合 
計画エコシステム

 35% 予測精度
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美的

中華人民共和国、重慶

42 の業界からのカスタマイズされた注文が
31% から 87% に急増したことを受け、機
械学習、拡張現実、シミュレーションを活
用した 79 のデジタル事例を展開した。こ
れにより、「バッチサイズ 1」の受注生産
モデルが可能になり、製品構成、インテリ
ジェント設計、迅速な生産、適応型品質保
証の最適化を実現した。これらの施策によ
り、カスタム注文の 180% 増に対応しなが
ら、構成リードタイムを 81%、設計リード
タイムを 45%、アフターサービスの故障率
を 31% 削減することができた。

マルチフィジックス・シミュ
レーションに基づくインテリ
ジェントなワンクリック構成
および見積もり

 81% 設定リードタイム

自己開発 PLM とヒューリス
ティック・アルゴリズムによ
るインテリジェントなカスタ
ム部品設計

 49% 設計の再利用率 

高度なスケジューリングと 
動的ディスパッチによる 
柔軟な加工

 32% 総合設備効率（OEE）

組み立て工程における AR と
AI を活用したインテリジェント
なオペレーターガイダンスと 
エラー防止

 53% 新規オペレーターの
資格取得期間

ML を活用した圧力容器溶
接における動的な最適化と
先読み欠陥アラート

 71% 不良率

持続可能性ライトハウス

第12期

以前に工場またはE2Eのライトハウスに認定

工場 変革ストーリー トップ3のユースケース インパクト

フォックスコン・ 
インダストリアル・ 
インターネット
中華人民共和国、深
セン

カーボンニュートラルという家電業界の公
約を達成するために、AI、モノのインター
ネットその他の 4IR テクノロジーを活用し、
リサイクルの最適化、二酸化炭素排出量の
追跡、持続可能性のためのイノベーション
を実現した。これにより、スコープ 3 の排
出量を 42% 削減し、スコープ 1 および 2
の排出量を 24% 削減。また、リサイクル材
料の含有率を 55~75% に増加させることが
できた。

バリューチェーンにおける 
金属くずのリサイクルと利用
の改善

 39% スコープ3排出量

プロセスモデリングと IoT を
活用した二酸化炭素排出量
の最適化

 44% 二酸化炭素排出量

AI 制御とサーキュラリティを
活用したサステナブルな陽
極酸化処理

 72% スコープ3排出量

美的
中華人民共和国、合肥

世界トップクラスの洗濯機メーカーであり、
持続可能性のリーダーでもある同社は、排
出量を削減し、エネルギー利用を最適化す
るために、24 の 4IR ユースケースを実施。
この拠点では、スコープ 1 および 2 の排出
量を 36.4%、スコープ 3 の排出量を 26.0%
削減した。太陽光発電でエネルギーの 31% 
を供給できるようになり、水の 40% がリサ
イクルされ、廃棄物が 22.1% 削減された。

高度な分析に基づくスマー
トエネルギーの予測、消費、
動的バランス調整

 19.0% グリーンエネルギー
利用率

AI 対応の炭素ライフサイク
ルフットプリント分析とデジ
タルシミュレーションによる
グリーン製品設計

 24.3% サイクルごとの電力
消費量

AI による物流ネットワークの
強化とルート最適化による
燃料削減

 29.2% 燃料消費
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青島ビール
中華人民共和国、青島

工場におけるビールの醸造は、従来からエ
ネルギー消費量と二酸化炭素排出量の多い
ものだった。そのため、高度なアルゴリズ
ムと IoT を活用し、ビール生産におけるエ
ネルギーと炭素強度の削減を目的とした 25
のユースケースを展開。単位エネルギー消
費量を 25% 削減し、スコープ 1 および 2
の排出量を 57% 削減、スコープ 3 の排出
量を 13% 削減した。

高度な分析により、蒸気の
最適化する熱リサイクルを
可能にした

 100% 外部蒸気消費

発酵生成物濃度のソフトウェ
アによる測定に基づくCO2

リサイクル
 43.2% ビール1キロリットル

当たりのCO2購入量

粒子群最適化に基づく最適
な二酸化炭素添加量の充填
パラメーター推奨

 36.96% 二酸化炭素消費

第13期

以前に工場またはE2Eのライトハウスに認定

工場 変革ストーリー トップ3のユースケース インパクト

シュナイダー 
エレクトリック
中華人民共和国、無錫

この電子機器製造センターは、2030 年の
目標を 8 年も前倒しして、2022 年にスコー
プ 1 および 2 の排出量でネットゼロ化を達
成。持続可能性獲得に向けた取り組みには、
AI を活用したエコデザイン、サプライヤー
とのクローズドループ型二酸化炭素追跡プ
ラットフォーム、エネルギー効率の最適化、
顧客とのサーキュラー・エコノミー・ソリュー
ションの開発を目的とした機械学習モデル
などを含む。これにより、スコープ 1 およ
び 2 の排出量を 90% 削減、スコープ 3 の
排出量を 65% 削減、水使用量を 15% 削減
することができた。

HVAC インテリジェントシス
テムによるエネルギーと水
の効率化

 35% エネルギー消費量

エンドツーエンドの循環性
を盛り込んだ施策により、
資源効率の向上と脱炭素化
を促進

 38% 必要な原材料

AI によるデジタルシミュレー
ションで熱処理工程のエネ
ルギーを効率化

 25% エネルギー消費量

グローバル・ライトハウス・ネットワークに新たに認定

工場 変革ストーリー トップ3のユースケース インパクト

フェロビアル
英国、ロンドン

ロンドン、ヒースロー空港のキロ駐機場開
発基礎工事は、過去 10 年間で同空港が実
施する最大かつ最も複雑な土木プロジェク
トである。持続可能性を優先させるため、
2017 年より、ドローン、水素化処理植物油

（HVO）、ハイブリッド掘削機、低炭素コン
クリート、製造および組み立てのための設
計、3 次元建築情報モデリングなど、様々
な革新的な技術や手法がプロジェクトに導
入された。これにより、スコープ 1 および
2 の排出量を 67%、スコープ 3 の排出量を
63% 削減することができた。

建設および解体廃棄物ゼロ
化を達成  100% 材料回収率

価値最大化設計  58% 製造容易性設計

水のクローズドループ型 
リサイクル

 71% 水道水の総使用量
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ノベリス 
米国、オハイオ州 
ウリックスビル

このリサイクル施設では、アルミニウムの
再生利用率を 97% にまで高め、エネルギー
集約型の一次生産への依存度を大幅に削減
した。これは、高度なスクラップ分別、調
達戦略、デジタルツールを通じて実現され、
グリーンサークル認証を取得している。ボー
キサイトの採掘と一次アルミニウム生産に
よるスコープ 3 排出量は、同社の二酸化炭
素排出量の 85% を占める。アルミニウム 
1 トン当たりの温室効果ガス排出量はわず
か 1.1 トンであり、これは業界平均の 5.8 ト
ンを大幅に下回っている。同社の北米での
売上高の 25% を占める同工場は、2050 年
までにカーボンニュートラルを実現するとい
う目標を推進している。

強力な仕分け、分別手順に 
より、サーキュラリティを 
最大化

 47% 一次材料

消費量  5%

柔軟な設備設計により 
リサイクル材料の使用量を
増大

 53% 処理されたスクラップ
の総量

ニューコア
米国、ミズーリ州 
セダリア

鉄鋼業界は、世界の二酸化炭素排出量の 7
～ 8% を占めている。2020 年 1 月、同社
は 2 億 5000 万ドルを投じてこの電気アー
ク炉工場を立ち上げ、ユーティリティ・エナ
ジー社との間で 75 メガワットの電力購入契
約を締結して、スコープ 2 排出量をゼロに
削減した。さらに、廃熱を利用したスクラッ
プ鋼材の予熱と革新的なマイクロミル技術
により、スコープ 1 排出量をほぼ 60% 削減
した。

廃熱回収によるスクラップ 
予熱によるスコープ 1 排出
量の削減

 65% 生産する鋼鉄1トン当
たりの天然ガス

電力購入契約（PPA）に 
よるスコープ 2 排出量ゼロ

 100% 生産された鋼鉄1トン 
当たりスコープ2 
排出量

マイクロミル技術により 
再加熱を不要にした

 90% 生産された鋼鉄1トン 
当たり天然ガス

シーメンス
ドイツ、ファース

全社的目標を 4 年前倒しして、2026 年ま
でにネットゼロを達成することを目指して
いる。広範囲にわたるエネルギー計測と
部門横断的な持続可能性チームを基盤とし
て、製品の耐用年数延長のためのオンサイ
ト修理センター、電力品質強化のための電
磁フィルタリング、エンドツーエンドの製品
カーボンフットプリント管理など、複数のソ
リューションを導入。これにより、全体的な
処理能力が 145% 増加したにもかかわらず、
絶対値で 12%、数量換算で 64% のエネル
ギー削減を実現した。

総体的エネルギー管理と 
最適化（建物および生産）

 8% エネルギー消費量

電力品質調整（EP-X フィル
ター）によるエネルギー 
削減

 3.8% エネルギー消費量

製品寿命延長サービス  58.4% 排出回避
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